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電盤電動

動 揚貨機電動
動操舵饗揚錨機
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災譽報装置補機偶
東京丸ビル．稽古屋南大逢彌り
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揚錨機照電動機
鑿船機罵電動機
補機用電動機

東京丸ビル・名古屋南大津通り・大阪阪紳ピル

禧岡天紳!ごル・仙台出町・札幌南一條

三蓑電機柿蛍會煎
一一一---－二一己一
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』巳閣wW醗僻劇蝋鰯蛎と、

創業明治十四年

資本金壹億試千壹百八拾萬圓
本 祇大阪市浪速医日本橘筋三丁目四十ﾁI．

〔電話南1331～9く1934～5．1328）

東京事務所東京都千代田匠刺I田鎌愈町二丁目三
〔惣話紳田121～4．141～4）

榊戸事務所祁戸市生田厘浪速町二七、大同ピル内
（電話元町3582）

櫻島工場大阪市此花腿櫻島南之町一七
（描話此花1230、9）

築港 工 場 大 阪 市 大 正 腫 船 町 . 7 f
（電話新町843～5，942へ9．981～4）

因島11場臓島縣抑調郡『I斑生町
（耐話土生1～3．50、3.18.25.31）

向島1場隣島リ際御訓郡II1烏東，l･.l･
（電話尾遡87～9232.3241361）

'i'li溌川'揚刺！溌川縣川崎ll｣.水11:IIU.一
（髄話川IMf2885～6｡3096,-7)

大浪I:場火阪市大淀1通還柄｢1'通三ノー
（鯉話概川16.17.2905へ6）

改修

装置
1I1及

鐡骨

其他

及

械同

闘｡鍍

梁。

PIj扉

船舶新造

各種化學機

汽罐｡内燃機
土 木機械・橋
水煙鐡管°水

１
Ｆ

I

！

園重謹癖舗式蕾識
ー

－ －



面
肝
臓
催
‐
ト
ー
１
１
６
０
１
一
■
■
■
Ｐ
１
１
１
凸
凹
ｍ
Ｙ
ｇ
Ｌ
０
風
＆
９
．
心
ｌ
Ｉ
ｆ
Ｅ
Ｔ
口
刈
‐
芦
‐
＆
や
〆
姪
ｖ
Ｐ
Ｌ
３
〃
＄
Ｐ

－－＝－~一一一一
－－－

●

一

垂 蒄畠塞銅

~

内
虜

‐
刃
守
Ｏ
ｌ
ｆ
凸
勺
。
ｐ
●
８
０
日
望
む
‐
ｒ
１
６
０
１
，
：
‘
‐
よ
凸
！
’
‐
１
‐
‐
》
０
。
」
■
６
１
７
山
■

‐
■
』
Ｕ
４
７
凸 業

化
躍
．
獺
織
、

謹
漣
擬
機
織
、

水
雁
鐡
管
、

各
種
総
額
の

目
器
隷
ボ
イ
ラ

種
蒸
汽
タ
ー
ビ
ン
、

覺鞠
諮蛾職

機‘冊総

新
造
並
修
理

ｌ
、
内
燃
機
闘

朧
畑
舳
川
禰
機
類 皇I

句

土
木

、
錘
塔

械
等

←

画

雷

到鐘一
》

一
一

ロ

▼

ii
lA

垂－

1
亀

風

旧
び

1

1
~11

1｡
I

’

ロ

I

ｌ
Ｉ

富士電機製造株式會牡１
４

‐ l ■ ■ 剣一



一
句

一Ｆ

1
新造船嶌眞集･No.3

＝

クヌール(SSKNURR)
ノルウェー捕鯨雑

昭和23年10月31日引渡

三井造船玉野製作所建造
46．00m巨

套

幅8.60m
深4 . 80m

總噸数488 T

速力 1 4 . 8kn

機粥(レシプ｡FK)1,8001.H・P.
船主HvalfangerselskapetAntarctic

A/S,Toensberg,NORWAY
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台

スーデロイ(S.S.SUDEROYXI)
ノルウェー捕鯨船

昭和23年10月26日引渡
播磨造船所建造

長46.00m

幅8.60m

深 4 . 8 0 m

總噸IM491T

速力 15.0kn

機開(レシプ､")210001.H.P.
船主KnutKnutsenO.A､S.

Haugesund,NORWAY
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１るり丸（開西汽船）

昭和32年8月

三菱重工長崎造船所建造

長246.4 2ノ 全

幅40.01ノ

深19.02／

〃總噸数1,900T
速力14.85kn

機開(ヂーゼル）
],600HP
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あかね丸（關西汽船）
昭和23年5月

三菱重工祁戸造船所建造

長199.75ノ

幅32.80ノ

深15.74ノ

總噸数1,121亜

速力14.87kn

機開(ヂーゼル）

1,280HP
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新 造船嶌眞集No.3

’
千代田丸（逓信省）

海底電線敷設船、

昭和23年11月．

三菱重工横演造船所建造

長241'－6〃

幅38ノー3/4〃′
深20ノー0〃

總噸數1,750T

速力.13kn

機開(レシプロ)1,5001.H・P．

’

口

光輻丸（大光商船）

昭和23年7月

･川南工業香焼烏造船所建造

長270.01ノ

幅40.03’

深26.34′

細噸数1,953T

速力 13kn

機關(レシフーロ）
].,450HP
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画鎗丸（日本郵船）

昭和23年5月

三菱重工長崎造船所建造

長262.40ノ

幅40.00′

深20.99ノ

總噸激1,996T

速力14．5kn

機開(タービン）
1,700HQw
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１
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第11千代田丸（鈴木國夫）
昭和23年9月

日本鋼管鶴見避船所建造
長98.7ノ

幅19.6'

深9.8ノ

總噸数153T

速』 9.0kn

機開(ヂーゼル）
250HP
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朝永信雄、船橋敬三
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目 次

油槽船「SanDemetrio號｣…”..…..…

D型ヂーゼル貨秘離天輿山丸（内田勇〉
全熔接船「フヱニツクス雛」（厩営興〕
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日'本海迦の在り方と今年の抱負<秋山龍〕.、
海の物語喜望峰沖の幽霊殿（闘谷健哉).、
漁舶樋闘の悩み〔伊藤茂〕………‘…..…‘.…
技術滅談（二）〈朝永研一郎〕･……‘．.……．
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日本海運の在り方と今年の抱負
海迩誕局長官秋山‘寵

鰯謡辮墓轆灘繍簾饗穏撫蕊撫篭耀篭震震冒｜他人蓮逢の段陶こ入り，始めて猫立‘び産業として國民經濟にとっては,第2類型､:第3類型の中間
遜代的海謹巽の形態を鑿へるに至っﾅﾆ・所が第二型の海運こそ望ましL瀕型であるがらである．從
衣世界大戦前には，タンカーと鍍石船は夫麦石油"って日本海運再建の目標も，適宜の規摸に於ける
業並i二鐵鑛業のコンツェルンの現出によって自己かくの如き中間的類型の海運への復歸,従って園
珍迩塞譜が再び蛎大しっ：>あった．然しそれぽ未だ際的競争に耐へ得る商船嫁の再建に外ならない．

麓菫鰯鶉繍灘喪息麓震麹賊蝋繍撫:繍慈懸鋒悪
立の企業形態が支配的であることは周知の通bで上勢働條約の勢働條件を上廻る條件を取入れ工ゐ
ある.､最近畢者の研究によれば，國民經濟と海運るから，最早チープレーバーのそしりも受けない
顛闘係もこの企業形態の愛怨と同様な歴史的發展であ‘らうし，商船際は戦争放棄によって，最早豫
を辿ってゐることが示さ恥てゐ.る．即ち米國(戦．術的性格ももち得ないから，何れの面より見ても
前Iま對外貿易の30%溺が米國船によb蓮逢され民主化され↑こ日本海蓮が世界平和を阻害する要素
てあるにすぎない）や中國の如き沿岸貿易航路にとなることは絶艘にあb得ないと確信する．講和

書蓄嘉雲盤烏ら鷲剛蛎骨懸息鰯:灘呈職鵡睦潔辮蕊鶏
民經濟的自己迩逢）並に英國，ノールウエー及び’である・
雪リシヤの如く第三園間の謹逢に主力を注いでゐ然し，總司令部の好意により，近接講國との交
涯園（國塁經濟的他人蓮逢）に分けることが出來易に日本船が配船されて月約’5萬睡程度の輪逢
る．そして第3の類型こそ典型的な海運園でありに営ってゐるのであるが,｡更に今夏ペルシャ湾の
國際趣賃の收得即ち外貨獲得と主↑こる.目的とする油穂取に先づ8隻のタンカーが仕向けられ引綴き
ものであり，第2類型は主として自國貿易の伸張．この輪逢に從事することになつ↑こことは，外航進・
促進の機能をもつに過ぎず，要するに未だ貿易の出の魁とし下換言すれば幾多の制約が加へられて
従属的な地位にある海運に過ぎないと云ふのであはゐるが少くとも第2類型への復歸の第一歩とし
る．乙卿はなかなか味ふぺ誉見解であると恩ふのてまこと(ご感謝に地へないと‘ごろである．
であるが,これには残されに問題があると老へる．一方目下經濟復興計謹委員會の手によって經濟
昭和5年から7年までの本邦貿易外收支中の海迩復興5ケ年計謹の第1次試案が再桧討を加へられ‐
關係收入では，外園間貨物運賃は輸出貨物運賃よつ麓あるが，來る24年度はその初年度として本
りも大きく，8年及び9年は多少減少を示してゐ．格的な復興計聲の蛮施に着手されるわけであウ，
るが，輸出入貨物迩賃の約2分の1を占めて居り前期即ち最初の2ケ年間はインフレの收束と動力
また貿易外牧支はマイナスであるが,源逗牧支の並に輸送力の確耀備に重黙を置くことに恥って
みが約1億画乃至2億図のプラスを示して，商品ゐるか．ら本年度こそ第2類型へのより大巾の復歸・
潔易の入超尻を調整してゐ↑二唯一の受取勘定であの震現に努力を桃ふべき年である，経戦後引揚げ
つだ事笈に鑑みて，第2類型と節3類型の中間にられﾅﾆ沈船約30寓總噸中既に就航してゐるもの
位すると見てよいのではないかと老へる.20萬總噸に及び，また30.禽總噸の商船が新避
虫にこ穆に注意すべきことは，第3類型の海蓮さ伽･↑このであるが，更に改Aの改造促進と最も不

が名國海運政策の最柊目標ではない．換言すれば足してゐる中型貨物船と世界的タンカー不足と前
各國の國民維濟にとって必ずしも好ましき理想型述の如きペルシャ繕油積取の現愛の要請に態へて
ではないと云ふことである．何故なればノールウ大型クンガーの建造を岡ると共に；一方外國朧船
エーやギリシヤは國内産業が發展してゐないからの霞現に努力し日本經濟復興のテンポを速かなら
であウ，英國や|ﾖ本の如く園内に重要賓源が乏ししめたいと念願してゐる次第である．
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’
い園が，進大な人口を養ひその図民所得の増大を
期するために，園内産業の振興を岡るにはそれだ
け貿易のスケールが大きく戴け伽ぱならず，また
そこに入趨の鮒向は避けがたい迩命にあるからに

中間安定期までには第2類型への完全な費現へ
それから逐次第2類型と第3蝿』との中間類型へ
これを垂ツ1，－として海運關係者各紘の一層の奮
起を望んで巳まない次第である．
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一船長デツケンの話一

關・谷．：健／哉’

帆船時代にｱﾌﾘｶの南端喜望峯沖にはこんなをお違い目をとざし↑二・
一、

傅読があウました．唱いおわったかれはパイプを口に，ゆう然と煙
昔麦といってもせいぜい2～300年前のことらをふかしている・

，しい、オランダにパンダーデッヶンという1人の「お願いですからぜひなんとかしてください」
船長がい↑こ・かれは賀に躯傭な男で，滅孔はまだたまbかね↑ニー同がくbかえして↑このむと，かれ
こわいと恩つ↑ここと，恐ろしいと感じﾅﾆものがなの弧情はかえってつのる一方で，どうにも．手のつ
いといっていばってい↑二・ けようがない．

ある年のこと，例のとおb貨物を滿載したかれ一陣の突風があれ狂う波と鴬もにおそいがかつ
の船『よジヤパ島のパタビヤを出帆.して本國に同つたと｡たんに，帆という帆はすべてずたずたに切h
に．インド洋を横鰯して害望峯の沖にさしか登るさかれ,帆けたは折れマスiも高さを失つﾅﾆ､天
と，ポルトガルの船乘bたち.が，この岬をはじめ地もくずれるばかりのす．さまじい香をきいたかれ
「あらしの岬」と名付けたとおり；室はぶきみなは，ますます愉快そうに難をたてごげらげぢと笑
黒雲にお夢われ，西の風がすごい香をたて麓うなう．あらゆるものを振り飛ばさずにはおかないと
り，鉛色の海は青白い歯醤むきだしてかみつい､てぱかり，緒はいっそうはげしくゆれる．
來た．「こうなつ↑こら背に腹は代えられない．とにか．
そのあらしのな'かを船首を北に，つぎには南に〈あの湾内へのがれることにしよう」．

向け弧引にがんばってみﾅﾆが，船は少しも西の方と期せずして衆議は一決し，その方向へ舵がとら
へは進まない§西入進蛍､ないどころかかえって少れﾆ.=これを見てかつとなつﾅﾆ総長はいきなb一
しずつ東の方へもどされ，走ることはﾅﾆ晋船を危人の船員をとらえた●そして

瞼にさらすばかりなのに，船長デッケンはかれ一「ﾅﾆくらんだのはこいつだろう」一
流の強備ぷbを發揮し，なおも船を走らせる．と口ぎたなくの鴬しウつ豈，その男を無壜にも海
「どうか船をひきかえしてください．このうえの中へ尖ぎ落してし堂つﾅﾆ．
無理をして岬を廻らうとなさっ↑ﾆら，船がくつこのうえ狂暴が加わつ了こら，どうなることであ
がえl),私ﾅこちはおぼれ死ぬにちがいありませろうと皆のものはたがいに顔を見合わせ↑こ・ちよ
ん」うどその瞬間まっ黒な雲の切れ目から黄金色の光

心細〈なった船員や乘客がおそるおそるﾅどのむのがさつとさし，ぷしぎな姿が後甲板上におり立つ
ど見て，あざけ'るようにかれはにやりと笑つﾅﾆ．だ．けだかい姿態見てそ肌が刺Iさまであることを／

そして，狂風の香にもまさる大騨をはりあげて唱さとつﾅﾆ一同は，思わずぴしよぬれの甲板上にひ
いはじめﾅﾆ.､その歌詞が耐|瞳の麓しりとても人間れ伏してしまった．

の口にすることのできないものなので,天罰のﾅﾆしかしデッヶンー人は微動もせず,平氣な顔で
めいまにも百雷が落ち，マストが折れ船がこわれ煙草をすばbすばり，
てしまいはし蹴いかと，‐一同はおそ伽おの鴬昔耳「デツケン！」
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と呼びかけられだが，帽子に手をかけようともしどはおまえがおまえをいじめる悉だ．おまえは
ない缶このあﾅﾆbの悪魔になるのだ・休むことなく疲

I旨おまえはどうして､そんなに狼情なのだ．乱暴､れることなく’蜜も液も縦識に走bつざけ右の
が過ぎるとは思わないのか」涜・そして船が目にとまつﾅﾆらおまえの力で害

淋さまがおきとしになると．,かれは胸を張り出しを加えるのだ｣一
声

て口ごたえをしてしまつﾆ． bんとした蕊が切れたとき．氣高い榊さまの姿は
斗U

rおれは海のあれることがすき.なんだ.よく､きもう船の上から消えてい↑こ・
いておけ,お恥にはおそる･しいものが城､ん｢なんをでも言え'おれはおI'l,の勝手にする｣
だ，逗おいと思ったことがないんだ．よけいな漣を張りあげてなおもがんぱろかれが’ふとあた
世話をやくな」bを見回したとき，そこにはもう船員の影も乘客

これをお聞きになっﾅﾆ前111.さまは，あわれな人間がの姿もなかった．目にと畠つﾅﾆのは一つの怪しい
し､るものだと思われﾅﾆのか,もう口をおききにな姿それ"I!さまが約束され↑ことお､bの化け物給仕

．であつだ．
らなかつtz･/

そのようすを見て不意にかけ出したかれは，ピそcが日その時がちデツケンの「走りっぱなしの
索ﾄﾙを手にして引き返し,おそれる癖‘､もなｵﾗﾝグ船｣(FIyingDgtohman)が,榊さまの
〈銃口を祁さまに向けﾅﾆ．そしてあつと思う間Fおつげにﾅﾆがわず害望峯の沖を走っている・通b
引金を引ぃﾅﾆ．と,ころがふしぎなことには，弾丸が麓bの船に害を加えようと,目にとまつ'.二航海
は的をはずれビス,:ルを持つ↑二手をうちぬい↑二・満を悩ませようと’窪夜をわかたず不眠不休で探
&､よいよ氣の狂っﾅﾆかれは，こんど鰄手をふし求めそいる。
bあげ耐iさまにおど”,芦っ↑言．だ瀕腕の骨があるとぎかれは~隻の船の針路を迷わせ，それ
折れたのか手慰ぐにゃりと↑これさがｳ,運動の自を蒔礁の上に乘り揚げさせることに成功し↑こ･あ
由を失ってしまつﾆ．しかもなおこりず,卵板がる船に對しては大切な飲料水の味をすっぱくし，
ねばるほどじだんだ醤ふみつ学，口から出まかせ食糧をくさらせ↑二・

まﾅﾆあるときは通りが鴬ウの船に「とまれ」のに前1IIさまとの夢し‘呪他ciil!さまの應援を求めブニ
それに向h榊さまは，おごそかに口を開かれ信號を發した・なにごとだろうとあわて琶船がと
「よく､きけ』こ勇に天罰を宣告する．おまえはまったときには；いずこともなくその姿を消し’
これから永遠にこのあﾅﾆｳを走b綴けよ・ひと．航海者を驚かせた。他の船の場合には，急ぃでと
塗昔も休むことを許さない。どの港へも笠も寄まつﾅﾆころにボーi､を呼んだ．その船の船員たも
ってはならない．錨を入れてもいけない。そしがさんざん苦跨してボーI､を漕ぎつけたとき’不
て絶對禁煙を命ずる・ 意に影をかくして迷わせることにも成功しだ．

おまえに一人の給仕をつける．頭にば角がはえ出淡自在な幽霊船の婆を利用して，かれはあら
‘口は猛虎の如く，そのはだはさめよりもあらいゆる方法で自分とおなじ狼情者を，まﾅﾆ海賊ども
という怪物を」をその船内に集めることを梁しみつつしばしも体

きいているデツケンはなにか言いたそうにロをうまず少しも疲hずい畠もなお喜望峯沖を走ってぃ

ご力うし↑こが’祁さまはか；わず言職つづけられる｡‘､つまででも走りつづけることだろう・
だ．イぞイツの作l1嫁ワグ ネ ル は ， こ の 傳 説 を も と に

「営直は交代なくいつまでもおま､え一人でやりして歌劇「幽溌船」をつくったということです・

つ”よ,'鵬たくなっても目をつむってばならわが國鮴曲家↑二ち'こも，÷のような潮氣にみち
ない，もしつむる.を綴に劒が突きささることを仁雄大な題材が扱ってもらえ輝ら，封こそうしﾅﾆ

擬悟せよ．‐ものを一般の人ﾅﾆもが求めてくれﾅﾆらと私は思う

おまえはこれまでさんざん人をいじめﾅﾆ．こんのです．伽識學院景）
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一二漁船機剛一

えて75HP程農迄進出して來ﾆ．なお手動ので，漁船機關の'噛み
きる6~7HP附近でも小型僥圭や電氣難火を向う

一漁業者の要望とに廻して相常進出を見せている．この現象は戦後
エンヂンメーカー

の漁船機關の一進歩と見られ大いに助長しなけれ

、〆
I

‘言窒窒菫篝鑿篝豊雲の悩み一．ぱならないものと思う．
一---一‐ロー一‐｡ーー旬一一ゲツー曹辱■ノ叩菅

伊藤茂＃卜し此虚で’'簡みの極となるのは燃料油特に重油
1．はしがき敗戦を境としてねが國では漁業と潤滑油の質の問題である．そもそもヂーゼル機

の再建，漁船の整備が重大なテーマとして取上げ關の蝿糧の一つは燃料の斑を撰ばないこと_と物の
・られﾅﾆ．従って漁船蝿刷も戦後わが固の機械工業本にも書いてあるが,事変は焼玉に比べれば遥か
芦には重要な對象となっﾅﾆ.所謂從來の發動蝿諸に燃料に對しで敏感である．潤滑油についても同
の他に相営數の軍需工業からの轌換工場がこれに．じこ&が言へる.｢ヂーゼﾙは燃料や潤滑油の職

‘加わって，玉石混こうの雄はあったが兎も角も急が少〈，馴畑Lぱ手数もか麓らず結鱗ではある
激な漁業者の需要に應へて呉れた.お蔭で最近漁＆が，油の質が現在のようではノズルやポンプが詰．

ー

船の補充目標も一應逹成されて，その建造も一段．つﾅﾆb耗つたりするばかりでなく，淵驍が悪いが勇曲

落ついた形である.故に今後の漁船機關に對するら弁やビスi､ﾝ．シリンダ尋に故障や磨耗が超つ
需要も代船建造と･か据替えとかに餘程限られて來て面白〈ない．殊に潤滑油が今のようでは磨耗に
るから，今迄のように何でも間に合へぱよいとい拍車をかける結果になるし，ビス'､ン・ピンや各

『つたものではなく，可なb厳密な避鐸が行われる鍔アリングの焼けき等が何時起るかわふらな&､」
ことになるであろうし,言手場相互の間にも何とかをいう誰が出てヂー識ﾚの普菱IL著しい障害繰延

して他よb安くて良い.ものをという競争意識が黙イヘている．．、
え上って來るであろう．漁船鑑開業薪の悩みは主ヂーゼル機開業者も元よbこの間の事儒は知つ
として此礎にあると言えるかも知れないが，筆者ていて燃料油潤滑油の減過器の能力や容量を壌進
としては製作考側でもなく，需要者側でもなく唯、したb,麺油加熱器をつけ，燃料ポンプの型式を
漁船機淵に關心をもつ龍三春として現在これをめ鍵へ或はノズルの孔數や径を塗へたり，潤滑油冷
ぐる他の技術上の悩みについて記してみたいと恩却器の容量を輔加し↑こり，色糞の對策を講じてい
う・その解決について各方面の御指示が得られれる．故にわが図の漁網用ヂーゼル位悪い油に耐え
ばこれに越した欣ぴはない．るものはあるま．いと思われる程，この鮎相営の進
2．胸§1油と潤滑油の質漁船機關の生命とす歩を見せ↑二・併し未だまだ需要者の方から見ると

●

皐鴬浮欝鴛重鮮麓鱸豊臘滿剛職に"…‘”燃料油，潤滑油の質の改善が今早急には望めな
放出費材でめるから元より文句を言うべき筋合のい事I背にあるとすれば特に漁船用ヂーモﾙ機關の
ものではな4，何とかしてこれを側､コナす工夫幟迭を根本的に検討し,悪い重油をカラリと完全一

が欲しいものである．
に燃焼させ，悪い潤瀞油で充分磨耗焼付けに耐え

現在漁船に鋤する燃料油潤滑油の割営にはリンるようにするにばどうすれば良いか至急適確な方
ク制が布かれている．即ち漁繊物あ供出趣に對し策を講じて貰b<度いのである．
て一定の基準で劉営が行われる．そうなると從來3．賛材の質と量漁船機關をつくるに必要な
漁船機關の主力を成していた焼玉繊淵よりヂーゼ鐡鯛主賓材を始めとしてコークス等の副蓑材④賀

’ル機關の方が燃料油に於て3割潤滑'油に於てはと量とは現在ますます窮屈な事情にある．特に漁
8～9割の節約ができる黙で非常な魅力がある．船機關はヒストン'srリンダ關係のパーライ,､鋪
その爲力職前ではヂーゼルが160HR級の線に止鋤を始めベッド，フレーム，はかみ車，クラッチ
ってい↑このが,最近でば120HP,100¥Pを越等鱗鋤の部分が主鵠になっているから銑鐡と。－〆
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クスの質と量とは,‘その製品に大きな影響を與え
る．．‐・

最近の漁船機關のシリンダの磨耗が著しいこと

は燃糾閏滑油の質が悪いこ､と§確かに大きな原因
h 夕

であるが一面低燐銑，フェロ当ツケル，良質コー

クス等の入手難によって戦前の最高水準の高級鍔
ゲ．

物が出来ないことも一因でないとは言えない．こ

の黙ばピ･ストン．ピンや燃料ポンプ，ノブiル關係

の高唾部に用いる肌焼鯛についても同.じことが言

えると思う；

次に量の問題になるが，從來漁船機關は何はと
もあiL堅牢第一主義で進んで來ﾅﾆ．それが爲に重
いドツシリしﾆ型式が推奨さ鮠,デー ゼﾙに例を
とればビス1､ン速度5m/S以下の低速で馬力常ウ
50~70kg,充分經験が積み信頼性ある4サイク

ル，猫立シリンダ式という野暮な型式が標準型に
採用ざ奴ている。そこで鐵鋼の使用量を節約し，
極く小さい機械にしようとすれば,回縛を上げる
か，2サイクル式にするかが當面｡解決策になる
篝である．

鉦に漁結機關が今日の重い型式に決る迄には幾
度もこう言った試みは企てられ，その都度失敗に
絡つ仁ものださうだ．故に貴重な謝才を節約し，
製作喪を低減させる≦ことは漁船機關の一進歩であ
ウ最も塾しいのであるが，よく先人の嘗めた苦
杯の跡を究めた_Eで一足鍬こ進むようにして貰い
度いと思うのである．

戦争中蠅じてわが園の技術は相営の進歩を遂
げﾆ.ことば認められる．獅皆機關を進歩させる上
に於て材料の質と量とについて如何なる對策をブニ

てるべきか，これについては奮い經隙を生かしゾニ

新しい技術の結集こそ唯壹の途ではあるまいか．
4・船職の組合せ漁船機開の舳艫と.の組合

せは荒天を冒して出漁･しなければならな＃､漁絡の

特霞と操業時には主機の效力の一部を他に利用す

ること等から一般に船総噸敷に比して馬力が大き

くなることは営然である．併し一両からは漁業者

の競争意識により徒らに過大な馬力がﾉ1jいられる
傾向もあるので水産臆としては一態別表のような

標準船型と妓高馬力の組合せを示しこれによって

指導しで&､る･

１
１｢デ僻型漁船總顔雛繩最高馬力霊気‘|，

|總噸数|綴鮪底勇|癖蝋|緯受|認l蕊’
|120｡|ﾛ龍OIF|.| ｜再一｜・l
|95ID2101D?50IPID250!P｣||『翫囲田
1,751D}601D2101繭|(日淵)l.
Ip5-－－1D160I1.11--|1

｜弱■1日柵》｜目禍|■■’｜β';&"'’
’’501 11綱｜・'ロ’二~1

1幅，β粥)|(RW9,･(日胤'IRwlIB;8)'
’35’'一・|_(8'M)||!I
l.321(8188)IIR1船|(日'珊旧､帽）
J12il{日為|!日渦1(日淵|(2.糾偶鴎）

19旧臘)|《日闇|1日鳥'I(Mi)IH501
，註_鋤宍涛嘘牌受に準詐為･D:膳ヂーゼル､H.l$"韮の鴫||

漁業者に言わせると．｢この表の程度の馬力では

海が平らなときなら良いとして,§，一朝海況が悪

くなると到底凌げない．叉機開は餘裕あるものを

平時は樂につかっている方が故障も少〈永持ちす

る．是の意味でもう一段上の馬力が欲しい」とい
、

う．

そもそも漁船のような小形の船は船型試験をや

って見ても試騒の結果が窒際と一致しないことが

多い．これには從來の資料が少いという黙もある

だろうし，叉木船等では出來上bの寸法がいろい

ろの原因で設計岡と可なり距つﾅﾆものになb勝ち

な鮎もあろう．何れにしても漁船の船型の研究は

未知な部分が多く残されている．況んや蜜際の操

業時，特に海況の鐙化等を考慮し，漁業者を充分
納得させるに足bる漁船彰禮の標準設計は現在の

虚未だできていないことは嘉賞である．

勿論標墹間型の設定は困難ではあるが放って置
いた方が良いというわけではない．唯現在未完成

の標卿皆型とこれに對する機開の組合せ標準とこ

れに反對してや毒もすればそれから連晩しようと
する漁業者との間に挾まれて漁船機開業者は頗る
困惑する立場にあることは伺傭に値する；

漁船のような小型紹の船型に開する研究が進め

られ，漁業者が眞底からその侭値を認める標準船

型が確立し，それに對し必要にして充分な機關馬

]数の決定が一日も早く資現することを望む次第

である,．（避株省水産臆）
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技 術 放談（二）

－火加減湯加減

急行列車の遊篭船

船と薔,ボンボン蒸氣一一

朝永研一郎

一技術
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「火加減湯加減」．、

技術者の兎角陥b易k､弊は自己の技術を金科玉
條としてこれに膠着することである．こ＃しは是非
改めいばならない．叉改めさせなくてはならぬ．
で無くては如何に技術者道などと騒ぎ立っても世

間は相手にせぬであらう。今一つは自己の技術を
他人に教へないことである．これは特に蛮地あが
.bの人に多いや/うである．この黙で見ず知らずの
若者に綱の結び方の講謹をする運搬のYさんの姿
は頼もしい．日本には昔から旧隣傳」とか「奥許

l火加減湯加減」．、 筆者の若い頃,K上いふ羅逐鑑が片舷の主機械の、▲

（4シリング三段膨脹式）をドレンで蕊も壊して

技術者の兎角陥り易k､弊は自己の技術を金科玉残る片足で辛うじて闘って荊こ.早速圭機械陸揚
條としてこれに膠着することである．こ＃しは是非犬修理である．その工事擴営醤筆者が仰剥すかつ
改めいばならない．又改めさせなくてはならぬ．ナニ．當時の筆着としては始めてぶつかる大工事で
で無くては如何に技術者道などと騒ぎ立っても世得意でもあ，心配でもあつ↑二・先輩,話ではこの
間は相手にせぬであらう。今一つは自己の技術を艦は急造躍逐艦の一つで営時随分無理を重怠で竣
他人に教へないことである．これは特に蛮地あがエさせ↑二．その↑こめかどうか新造公試蓮縛の最中
.bの人に多いやjうである．この黙で見ず知らずのに弧座注油ポンプが止ってしまつﾅﾆ．本来ならば
芳者に綱の結び方の講謹をする運搬のYさんの姿運韓を中止してポンプを修理すべきであるが是非．
は頓もしい・日本には昔から旧隣傳」とか「奥許その日のう.ちｲこ運韓を経へなければならぬ情勢に
b」とかいふものがあった、刀の鍛錬法でも「火あっﾆ.蓮韓委員一同凝議し↑結果蓮穂を強行す
加減湯加減秘密の大事｣であった．若しもこれがることになつ源そのうちにクランクがクランク
自分が永年苦んで會得した術だからそうむざむざ

－坑内の油面を叩き始め，途に油が溢伽て機械室は

と人に教へたくないといふ氣持からであるならば一面油の海となった．蓮軸塗員一同油の中を泳ぐ本人の自覺に待つほかないが,又一面秩序五づた

方法で柵菖…､から窪人に分るや，に識序舞恵撫篭藻鍾綴憲塑
駕欝=懸菱磯購嘉急蝿壽鍾垂鴛欝琴欝麓鯛繍麗
づけてやるならば素人にも容易に呑み込める形とう．其の代b熱い油の飛沫を浴びて人間の天ぷら
なり彼等の技術は本営に聖きて來るであらう．こが出來そうになり，蓮鱒委員某氏は新調の靴をこ
れは管理の地位にあるものの一つの責務である．～の一日で滅茶滅茶にしてしまつﾆとか．今から老
造船技術官のN氏は謡を嗜んだが諸曲のふし逢敷へると嘘のやうな話である．修理は幸に順調に完
雪辮蹴鱸嚇撫妻鱸篝管皐鶏灘琴欄簑
これをかやうに分類集録して畷くと初心者の畢習↑二・新遥のとき欠チのついﾅﾆ艦には一生歩チがつ
が容易になる.N氏は管理瀞の一つのこつを心得き鯉ふなどといふ因縁誌に脅かさ艇ながらそんな
て居たものといへよう．。ことは「船中にては申さぬこと」で皆固くなって

油壁掬ってかげる 蓮輔に従事しｻﾆ.幸に職?手で掬ふ必要もなくす
らすらと濟んだのは鍛者の功努といふよbも一般

』－－7と一一
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一 船の科學一

技術水準の向上に感謝すべきことであろう．のびのしたギー…，ギ……といふ音を聞いて居る
と眠くなる．吾が軍調だか．らばかりでなくこの言，急行列車の遊寵船’
が安定的に聞えて居る限り室縦を焚く心配もない

英國に滞在中,－4欄を得てウインダー『ミアー湖．といふやうな安心感も手博ふのであらう‘､これに

(LakeWindermere)に遊んだ．倫敦の雑關か比べると旋韓式ボﾝブI錆一つ立てないが何とな
‐ら逃れて我が國の山水にも似通った湖上の情趣に〈氣ぜはしい、．

暫しの冥想に浸bだかつ↑このであるが惜しい哉こ内燃艇(世にいはゆる「ボンボン蒸氣｣)のポジ

の冥想は破られ↑こ・乘つﾅﾆ遊槻船が異俵の香を立ボンといふ喬は如何にも輕薄で品が悪く筆者は好

…てて居る．機關車の走るときと同じ所謂「汽車ポまない．エギゾー悪トフ'ラス1､の雷の方が素朴さ．

ツポ」のその「ポッポ」とい身I香である．何だかがあってまだしも良い．＝、
急行列車にで’も乘づて居るやう なあはﾅﾆだしい氣。‐「ボ/ンボン蒸氣」≦
持になってしまつｱﾆ．

船の罐の通風は腿塵通風に決って居る.餘程例内燃艇を「談ンボン蒸氣」と呼ぶ位馬鹿げた呼
外的の場合でも小蒸汽船で煙突底部に縦からの生ぴ方はない．艇長伍長君にいはせれば｢百蝿i乎」
蒸氣を蝿かす位のことと一つ鳧えして届ﾅﾆ筆者にの最なるものである・こんな名前が平氣で通用･し
エギゾーストプラストの船は，正に新發見であつて居る間は我が國一縦陵術常識水準の向上は望み

ブニ。或は筆者寡聞の故かとも恩ふがその後一度も得べ〈も無い．その｢ポンポン蒸氣｣が屡』顛覆
かういふ例に胤會はないので珍らしい例であらうする．最近も北海道で一遊随船が沈んだ．折柄の

とおもはれる，識者の教示を乞ひたい、勿論これ荒天で乗客が風下側の舷に集中しﾅﾆため'といふ．

’

I
ｊ
ｌ

１
１
１

は小蒸氣船だけに採用可能の方式であらう．大正荒天でも無．､のに桟橘に幟着けする間際に乘客が
・八年頃のことである.”先を争って桟橋側へ片よつﾅﾆために顛覆しﾅﾆ例も

ある．かういふ蕊故は年掩鼓舞同じやうなことを
船 と言

繰り返しその都度貴重な人命を奪って居るが世間
船の音の序手に書かう．昔房州通ひの汽船があは一向に反省しない.尤も「ボンボン蒸氣｣め一

つﾆ．船罷を黒く塗つだ小汽船で客は甲板へ塗を般常識では船は或る程度以上に傾くと顛覆するも
敷いて座る．時化て来ると貨物のホールドヘー面のだといふことはまだ専門家の専門的知識に属す
に敷物を敷い↑ﾆやうな「客室」へ逃げ込んで勝手、ることかも茨耐Lないがさbとては命がけの無智で
勝手にごろ礎をすると船員が一人一人の客に金盟ある._l
を一?づっあてがって呉れるもいふやうな野鐙な．筆者が船の機械の識しﾅﾆら相手の人が｢造船
船であった.｢FrenchmaiUをもじって｢ﾊﾚﾝ所でも機賊を送るのですか｣と聞いた．筆者は即座
チメイル」と揮名をつけﾅﾆ人もあつ↑二位である．に答へた「え潭機賊も船の一部で造船所の仕事で
このハレンチメイルも時候の良い天氣の良い日なすかぢね」と．この意味が相手に解つﾅﾆかどうか
どは心地よい．甲板に出て東京湾をゆらりゆらりは知らない．新遥公試蓮縛で走って居る船の篇眞
と航行して居ると丁度御祭の太鼓のやうなドンドを見て「これは進水しﾅﾆところですか」と聞いた
ンといふ香が規則正しい間隔で聞えて來る．而も人がある.

、

そ“が自分の乗って居る船からでなく遠い海上を日本には中盈すぐれﾆ技術の専門家が居るけれ
渡って來るやうに聞える伺じ青でもウイング‐ども一般の技術常識はこの程鹿である.専門家だ
ミアーの遊覧船よbは餘程のどかである。これはけが富士山の頂_l二で如何に力んで見ても裾野が無
舳氣ポンプのバケツI､の開閉する＃きの香らし、ければ名山もやがて崩壊の齢無いであらう、
い、

”

× ××
ウエアーのポンプの動く雷も心地よい。あの間
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小型貨客船
＝

さくら丸 設 計 雑 感

L

‐

遠 山光一

許可制をしかれ↑二新造船計霊の第一歩であつ↑二
新造貨客船の二十數隻もほぼ「るb丸｣を最後g
して就航を見るに至った．瀬戸内海に就航する
1,000t型を中心とする新造船の姿は，大阪港の
埠頭に立った時疲れ切った日本の今の姿としては
目覺しいものだと感ぜられる．然し例の重油不足
のため恩ふやうな運航がされるに至ってい'恥の
は残念な事であb‘，自然不經斜舳は絞航の憂き目
を見ているやうである.瀬戸内海を舞盛とするこ
の新造船をあげてみると關西汽船の黒潮丸ひかb
丸(三井玉野).･あけぼの.丸あかね丸(三菱肺戸)
平和丸太平丸{(三菱隣鳥）るb丸（三菱長崎）さ
くら丸,(鋼管棚見)はやぶさ丸(佐野安)の9隻
南洋海運の明狩丸淡路丸〔三菱横濁日本郵船の
舞子丸〈三菱廣島)ﾉﾘ崎汽船の須磨丸(川崎)三
井船舶の綾川丸（三井玉野）と合せて，4隻にな

伊

る．
●

船主にも造船所にもパラエテイがあるので夫餐
に特徴もあウ今後こうしﾅこ種類の船の發展の↑こめ
には面白いことだと恩ふ．

さくら丸のやうな小型貨客船の設計は私にほ初
めての經験であつ↑こ・然しこれととりくんで恐ろ
しいとは少じも恩はなかづﾆ．船の種類はちがっ
てもこの程度の小型船は大分手にかけたことがあ
るし,.TwinScrewのDiesel船は寧ろ思ふ壷十ご
っﾅﾆ・さくら丸の計喪をする前に欝毎防艦を小型
-客船に改造してみてはと，數秦を練ったことがあ
る・之がさくら丸の計澁には一つの力となったや

､◆

うな氣がする．遥艘所としても丁度この位の大さ
の貨客船のデーターは無かつﾅﾆ．吻論データーが
あ脱ぱそれに越し↑こことはないが設計者が除bに

既往のデーターに頓b過ぎると云ふことは自分の
經醗では感心出来ない．

設計懲初の豫定ではさくら丸は大阪--淡路か大
阪一小松島に就航の筈であったので設計關係者と

一 一

､

これ等の航路に乗船して港の施設を調べてみ↑二･‐

この事は設計に鴬って非常によい参考になるﾅﾆ．

然し今になってみると資はさくら丸は犬阪多度津

急行線にひかウ丸と共に就航して坂手や坂出のや

うないやな港にも寄港しているのである.從って

もう一歩進めて瀬戸内海の各線の港を見ておくべ

きだっﾅﾆのでぁる．別府高演高松と昔の港の記憶

があるからと安心ずべきではなかつ↑こと思ふ・造、

船の設計者は船だけの知識があればよいと考へて

はな･らない．船に關達しfこ陸の施設と港の｝伏況ま

で頭に入れて老へるべきだと思ふ．こうしﾅﾆ開運

した施設が進歩しﾅﾆなら必ず船のあウ方も溌響を

受ける‘に連ひない．

設計の當初からこの種の4型貨客船では安定性

は問題であると思った．時化れば絞航するからと
I。■

安心すべき代物ではない．､在来船を見渡しだも何

れも相徴TopHeavyのやうに見掛けら,れ↑二.

こうした内航線で鱒覆しﾅﾆ前例も職へら髄る．そ

うし↑こ事からさくら丸は安全な船にし?こいとの念一

願に燃え龍．この問題は丁度その頃鐵卿聯合會で

もとりあげられて小野暢三氏を委員長とし船主側

からは織山渉氏，東大の加藤弘教授と關係造船所

から専門委員をあげた自主的な委員會で適切な
SuggeStion遊與へられた．

さくら丸は回航時を除いて大洋に出る船ではな‘
いので,､GMの多過ぎることから生ずる峡鮎は
neglectしても差支へないと老へた。それに設計
営時の職誠船の旋情を調べてみると箕に超滿員の
乘客が皆んな肩のめb_こみさうなリツ々を背負っ
て乗り込んで来て上甲板以上に詰るのであふそ
して貨物瞼に入るべき貨物は粥んど見掛けられな
かった．現在は勿論それ程でもなささうだがこれ、
は恐しい事だと思った．従ってさくら丸ではG班
をampleにとること即ちGを_上げないことKM
を大きくとることを方針とした.船侭の主要寸謹

、
“
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一』鋤．の科挙一

も線鬮も熊遥も叉一般配置も之を念競にお『､でや
ってjらつﾅﾆ｡計遜重量の見猿過小も危険を枠ぷ
ので殊に土部の重量見猿過小を警戒し仁．

韮の問題は賞際がどの程度計謹通りに出來るか
と云ふ黙である今,如何に適切な計謹でも蛮際が之

に絆はなければ何にもならない．壷いた餅戻gなく
〆

頬張れる餅にし度い、さくら丸に限ったことでは

ないがこのためにも我舞の工場では塔載重量の資

測をやってもらうている．さくら丸の場合も勿論

蜜測重量と青磁との開きを常ににらんでいつﾅﾆ・

大きな開きが出さうだつ↑ﾆら早目に手を打つ必要

があるから.である.・－月二十六日に進水したので

翌日船殻の重心査定試驍をやった．その結果では

重量は計謹よbも輕〈，重心は僅かに上って現れ

た.･從ってその後の織装工事に充分の注意を挑っ

てもらった.かくて完成後の試運縛時船の状況を
注硯すると安定性は先づ大丈夫だとの感じを受け

た．完廊伏態の重心査定で数字的にその事が證明

され↑こ・やれば出來ると．いふこの經験はこれから

叉何かと自分を鞭打って呉れるものと心握〈恩つ

ﾅﾆ．

さくら丸はかくて大阪回航時潮の岬で相當がぷ
られ仁.,七月一日､それはさくら丸虎女航海の夜で
ある．大阪鰯にはめずらし&､時化で風速は20米
に及んだ．各航路線は峡航したが多度津線のさく

ら丸は虚女航海の手前絞航もならずこの時化迄突
いて出た．波浪は操舵給橋にもか哀つﾆが動揺も．

大きくなくよく戻るし操舵も思ふ通ｳにやれた．

これでもうどの船の安定性と凌波性にはすろがり
確信をもﾒつだとは細曼識生貞治氏の談である．こ
の談をきいて自分も数字だけでなく安定性に安心

感と:自信とが得られた．尚この時化で大阪紳戸間

でダイヤの時間よb五分遅れﾆだけだつ↑ことは之

も稻生船長と木村機關長のお話石つﾅﾆ．

さくら丸の計壷に常つては關西汽船の舟剛自部長

友貞麓軸氏から大綱を示されて詳しい御指示は得

なかった．造船所侭委すから思ふやう-に計謎して

ってはその後力11來，稻富，塙の三監督が細かい注

意を與へられ懇切な指導をされ↑こので造船所の搭

當者は随分と勉強になつ仁・

さくら丸の機開室の長さ｡は同型船に較べ幾分犬

きい．つめてつめられない事もないが，胸刑者の立・

場も考へ造機設計者の思ふ通ｳ.にやってもらって

無理は通さなかった．この種貨客船で機開室の廣
さを無理することは適徴とは老へられない．貨物

船とは自ら逮ふ感所があると恩ふ,．この結果はあ
とで船主からも乗組からも好評であつ↑こ、技術者
は除bかに〈なってはいけないと悟った．

、この船で最後まで竈になったのば振動の問題で
あった．船が動いてみないと状況力;わからないか
らである．頭の大きな而もLightscantlingの
船でDiesel機闘である.機械臺の鱗造や二重底
の捕掘等については海事協會の守屋公平氏からも
御指導を得↑”,･_上下の隔壁連紬性にも氣を配っ
ﾅﾆが，この方は中狩に磁装配置との開係もあって
榊造捲営者の意見その侭にも行きかねる部分もあ
つ↑ご'然し出來上つﾅﾆ船の振動賦誠に浦足すべき
昧態であって正に祁助とでも云ひ蝋､乗持であつ
↑こ・就航後も猿肋のﾀ伏況には愛化なく船室でも甲
板でも振動を感じない．

さくら丸の木甲板はチー.クを張ってある．乗組
員の船の手入も極めて行きとどいたもので甲板の
砂すりも屡麦や°っている爲か木甲板にも究第に光
が出て來ﾆやうに感ぜられピッチの落ちつきもよ
くなって來↑筐．船室や通路のリノ”ムも舷窓や
金物の艶も出て來た、こうも船を大切に手入して
可愛いがって戴くかと思ふと途目頭の熱くなるの
さへ感ずる．（繊見造船所〕
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船の話題

船内の装備や居住性の問題を如何に設計するか
は關係者の間で苦心してゐるが，大西洋の豪華船
でも航海の維噸には船内の生活に飽きが来て船
の速力がおそいのを感歩るとか。まして陸上の建|’

みよその代り全責任をもてとのことだつﾅﾆ．こう築に船内の儀式を城入れると確かに今の日本には
なると人間と云ふものは総を責任の重きを感ずる向いてゐる様であるが，やがて鼻について來愚こ
ものである．主要寸法も野装の犬鰡配置も從ってとは想像出來る．短い船族にも長い船族にも滿足
餓所の案でやらせて戴いた.燃装の細部にわた出來る船内装備は今後大いに研究の要があらう．
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その後財界の不況のために經饗節約の一助とし

て，當時では當事者の大英断であつﾅここと鴬も思健
れるが，亜鉛板の使用をやめて今日に至ってゐる

が）何等支障がない様である。

海軍でも三燐酸曹達系の清罐剤を用ゐる様にな

ってから，亜鉛板の使用はやめ↑こ鎌であつ↑こ・

船篭で嵐目下亜鉛板の入手がむづかしいので，
船舶蓮醤含扱ひの船ではつけないが，さほど影響

がないとの事である．一

○圓雛の火嘘のう剛lで火隅泉の虎が最も腐蝕し

易いことは,取扱菅の常識であb,今日でもこの
事資が發見きれてゐる.､筆着は前記の賓醗と前後

して，火嘘から試騒片を採って，前記の水溶液と．

同様の液中で，温度と溶電唾との開係を測定した
",75･C附近が最大であつ↑こ・これは遠藤彦造

博士の鋼が水中での腐蝕と温度との關係について

の御研究結果と一致してゐるが，圓罐では朧水の

循環が悪く‘て，火髄の下は水温が低く，上程温度
，番

が高くなってゐるから，火隈腺の髭が丁度溶電唾

が最高となって，腐蝕が激しいのだらうと思はれ
る．

乾燃鯉壷朧では水の徳農がよくて，朧上下の温
展差も少いからこの穰な腐蝕はでき･ないと思はれ

るが，今の虚患の様な事箕は發見され§時期に達
してゐないとの事である．、

蓑材の少い國ではこの様な小さいことでも充分
調べて，その節約を計る必要がある．

○ピスー下ンのある機械では．シリンダ内の謙子を

指唾器で間示するが，蒸氣機城用のものば温めて

から使ふことになっており，ヂーゼル機械用のも

のは温まると良い指座圖が得られないことは，今

日ではこの方面の技術者達は不思議にも思はない

が，昭和の始にヂーゼル機械を商船に術へる様に

なっﾅﾆ頃から轍の間は，蒸燕磯械になれてゐた技

術者感，雨者の相異が不明で大分勝手が遼づたこ

とを度溌耳にし↑こ・

筆者はその前後にMaihak奮献製指墜器試職幾
を買って，こ奴で蒸氣澗撫､のDobbie-McInnes

指唾器の發條試験ができる鎌にして，大氣唾以上

の發條の携み試瞼はでき↑二が，大剥醒上下に使ふ

發條は,Maihak及びLehmann掴麗器の様に，

１
１
１
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技術ノートから

一鋼板の腐蝕と指睡器の問題一

石田千代治一

一一州伽‘｡一湖IIIIIIIQB,…｡，蝋i

○電解質溶液中に異種の金鹿が接綱して存在す

るとき，溶電唾の高い方が腐蝕することは，化學

の初歩の知識であつそ，これに關係のある業務に

從ふ者は，常にこの事疫を忘れることなくヅ腐蝕

の防止につとめてゐる．滿俺青銅系の推進器を使

ってゐる船ではこれと船鵠の鋼板との間の電蝕作

用で船謂が腐蝕するのを催れて，推進器の周りに
亜鉛板を張つ~Eゐる．汽雛では銅板，銅及び銅合
金等各種の金鴎が接胸して維水に浸されてゐるか

らメ電蝕作用で鋼板が腐蝕するのを防ぐ↑こめに，
以前は亜鉛ﾘ版を用ゐたことは周知の通bである．

筆者は.このことに疑を.もって，昭和5．年の秋か
ら約半年の間，黄銅(B),縦火漉用鋼板･(F),亜

１
１
１

里

鉛(Z)を圖の様に連

絡して，濫時の商船の

図縦の鱸水に似ﾅﾆ水溶

液一畳海水'/勤噸，水

道水25噸，曹逢25

ポンドの割合に混合し 、’

ナニもの一中につけておいて，各材料が腐蝕して

行くのを調べたが，始めは化學の教へる通り溶電

唾の高い亜鉛が腐蝕して水酸化亜鉛の白い膜がで
き，亜鉛がこの膜で包まれる様になってから，亜
鉛に近い鋼に白色の水酸化第一徴ができ.，これが

、雑色になb,遂には赤褐色の水酸化第二識となっ
て沈澱物ができる擁になつだ．

海軍では諸事季入がよかつﾆから亜鉛板も随時
取換へてゐﾅﾆことであらうから，亜鉛板の效力は
充分發輝してゐたこと遥思ふが，商船では普通三
月に一度縦水を出して，縦の内部の掃除をする程
唆であって，そのどきは亜鉛極が鍵ってゐないの
が普通である欣態であつ↑こから，餘り有效ではな

。かつ↑こ様であった。
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・この試醗機では瞼定ができないので，やむなく翼

ヂ〆室言t試験機一一手動ポンプで眞室を作って,'眞室
計とこれに並列さ妊了二標準眞筌計及び水銀注と比

較して桧定する装置一を釆獅して賞醗にとりか

営つﾅﾆが，手動ポンプでは指塵器のピストンの洩

りが多くて検定ができなかつﾅﾆから，これと同隣

のものを作って指堕器と水銀柱とを並べて眞室ポ

ンプで眞室を作塘,嫌にし↑二・この眞室ポンプは回

樽を調節することができないので,途中にコック

を設けて愛室度はこれで加減した．これで漸く試

験の目酌を達することができた．ピストンとシリ

ンダとの間隙がこ:の像であるから，蒸氣機賊用の

ものはピストンがシリンダよウ熱膨膨;大きいの
を考へて温めてから，多少復水もできてその運動

も圓滑になる様にして使用することになってゐﾅﾆ
ものと思つ↑こ・営時試みにヂーゼル機械用の指座

器を眞室計試嶮磯にとりつけて試験しﾅﾆ虎，手動
ポンプで容易に發條の稔定ができ↑こので，両者の

ピストンとシリングどの間隙の相異を知ることが

できﾅﾆ．･ヂーゼル機賊用のものは間隙が少いので

温まると間隙が過少にﾕfって摩擦低抗が増して，

園に誤差ができるものと恩つ↑こことであつﾅﾆ。
○ワツ{､が指座器を發明しﾅﾆ営時の指唾圖は，

その幅がピストンの行長に等しい嫌に見受け､られ
るが，その後機賊の出力が墹してシリンダが大き
くなb,ビス1､ンの行長も大きくなるにつれて縮
圖器を使って，圖の幅を縮小する様になつﾅﾆ・普
通使はれるものは固の様であって,ハスヘツド

ら，指唾器の紙巻胴の運動は，ビスi､ンの蓮動を
完全に縮脳Iしなし､ことになる．

一般にOA,ABの長さは相等長いから，誤差

は無覗して差支へな@､程度であるが，小型機械に

なると規模が小さいから,厳密に鑪圖するものは
少い様である．早い機會に厳重な測定をして置い
て，それで指睡岡を修正して，岡を吟味すべきで
ある．

○高速度のヂーゼル機械になると，普通の指睡毎

器で指唾圖をとると波形ができることは，常事者
が屡盈経騒或ることである．筆者の取扱つﾅﾆ指唾
圖は振動数が自由振動の振動數に等しかったか
ら，次の式を作って桧討して見たが， ，、

一
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S鶴岡から計った大氣唾以上の高さ
SR眞賞の高さ

、指唾器のビｽﾙﾝ等運動部の重量
f發條の弧さ，？

u岡に表はれたピストンの速さ

大鰐眞讃に近い結果が得られたと記憶してゐる．
この際高速度用め指唾器を使へば，この糠な手鍛
も疑念もいらないことは申すまでもない．この岡
について座縮線が『PVn=一定と見てnの値を求
めて，位置によって多少の相異があることが解つ
↑こが'高速度となるに從ひガスとシリンダの接ず／

る期間が短くなって略一定す,るものと思はれた．
○本邦でも科學の研窒は旺盛であったし，今日も
同様であって，その成果が世界的水準を抜くもの
もあb，研究中のものにも世界的な華觜しいもの
があると聞くが，この成果を完全に活用できる技
術が獲得されて始めて，胆國再建の綿となるもの
である。この技術の水準と目下の水準とば相営の
開営があって，この間を繼ぐ階段的な役割となる
技術の向上についての研究も忽にできないと思は
れる．ギリーシヤは學問が盛んになって裳へﾅﾆと徳
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AIである。この技術の水準と目下の水準とば相営の
(B)の運動方向がBM,これに垂直のBCを立開営があって，この間を繼ぐ階段的な役割となるわ、

てるとBとAとの速さの比は櫛懲畢の教へる様に技術の向上についての研究も忽にできないと思は
CB:CA,そしてAのBと同方向の速さとBのれる．ギリーシヤは學問が盛んになって裳へﾅﾆと傳
速さの比は，へられるが，一方技術が進んであるために國力が

CACOs(ﾂ彰昔CB=CE:CB=OL:OK〆充資してゐる國もあることを思ふと，各人が各餐
最右避の長さの比はク原スヘツドの位澄に從って分に應じた仕事に糒進して各界の水準を一様に高
絶へすかはる．指唾器紐はOA間の定職Dに取付める靴になれば，測閣再建も今日よりは促進さ
けるので,Aの運動とは一定の比を保ってゐるかれようと思はれる.(瀧聯學院激授〕
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i－－－一凡て此鹿を工事場とする事は如何に足場等を完備.して

も其工率の位置に依って非常に工菖"がやりにくくなる
船鵠ブロック建造方式の採否一

難侭造船工作上の一大問題である．之を地上のｴｮ容子

－無治具方式の採用一易な所で行へぱ充分め入念さ娘心を持ってそれを確
疫に施行する事が剛来る．ブロック建造は地上で出來

角田令ころ工事ばすぺて地上で行ひ,謡までは已むを得ない主
事だけ行ふ事にたるので此の問題は自然解決され，し

I
かのみ､ならず此の方式では同じ作業に對する熟練を老

ブ回ヅク建造方式．へ得るので工作は極めて優秀となって来る←

Ⅱ雑な製品を多量に生産する場合すぺて流れ方2．砺氣賭接の長所を充分蕊揮きせ得る事・
遥船に寵獺熔接を使用する荊黙ば此庭で更めて述べ

，式を採用する事が凡ゆる意味で最上のも､のである

繍震鴎鶏駕撫難董凝議騰篶熱量
知の通である．然るに重工業に於て之を採用するを持ち得る事ほ明な所であるブロック建造法に於て

壹辮かつ…下記の遜歯の篇で細考、鯛懸駕駕鰯懸麓鮮
1．生産数が比'陵的少い爲に大きな治具共他の設備を作その利搬を得ることが出來る。

、

る事が採算に合はない事.．
3．‐船艘を正確に作り得る率.、サ

2・一つのブロックが大きく迩擬に不便である事．
造船に流れ方式を採用し或はブロック建造を行ふ上

3．組立錫に鮒､場所を必要‘とする頚．
に細密な工作を行はねぱなぢぬ事がその發逹を妨げて

4．試作の出來ない事．
－ゐる載は前述の邇ﾛである．船總といふ様な大きな製

5．材料の入手に不側滑を識恕される事が多い事．‘品は一耗の誤差を許してもその率は極工業に鈴て何Pf
6．舗蕊な工作を行はねばならぬ事一 分の一粍,何百分の一粍にも頼営するものとなる．従

7．部品の獣が多い事．ってかかるブロック莚別個に遮っても之を結合する場
8．部品の加工が複雑である事．合従来の建造法の考へではどうもうまく行くものでは
9．計謹鎚更の多い事．なv､、其故一つのブロックを建遥中常にその楠漢には

/，所が戦争中航空機の墹産がすべて此の方式なしに心懸け狼ぱならず，時には治具ケージの助けをかりね
＼

は出來なかつﾅﾆのに刺戟されて途に造船にも之をばならない．縫ってかくして悶來た總識が自然に正確

適用し船鰡も所謂ピース，パーツ，ブロックの過に出來て行く蕊は云ふまでもなv､率である．
程で生産される研究がなされﾅﾆ．かくして漸く職－4.生産を輸大せしめ建造期間を短縮し得●事．

、船盤上の船艘に多くの人が集って工率するより閃來箏末期に於て之を利用する事にどうやら成功し龍

のである・之は船を早く造るこ礎目的としﾅﾆもる限り地上に分れて工事逮した方が作業能率が上る事
ので此の結果埴も手を省き縦も簡易化されに所謂は明な率である．これはブロック建遥方式の樫本利職

の一・つで，小さなピースから大きなブロック迄丁度水

戦標船叉は急速建造型の海軍艦艇にその油ﾊjを見が谷川から大河に流れる糠に工率が進む謀が作業能率
仁爲’恰も此方式に依る建造が弧度を犠牲にし， を補進させる頚になるのである．又前述の雛に此の方

工事を粗略化した船に於てのみなされるかの如き式に依ると所稲分業的な工率となって,或るパーツや
錯粥に陥り易くなった事は迩憾に堪えない．之はブロック.の二,蕪に對し作業者の熟練を來し：此の爲に
確に造船工業に於ける一大進歩であって，即ち共丁寧が巡捗する事も考へられる．
の優れに鮎を列記すると．、以上述べﾅﾆ通ウフ･ロック式建造法は燭浩工業の／

L､楽な工作をする事に依り'燕の砿鐵性を上昇造し必最尖端を行くもので，一種の糀密工業とまで云ぱ
得る郡､、 れて居る航鍛工業が凡て1師方式でなされて届
船艘ﾔ船憲といふ一つの限られた場所の上に組立てろ事遊考へ奴ばブロック式建造法に依る造船は少
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〈とも從來の建造方式では避け得られなかつﾅﾆｴ

作上の魍悶言碩性滅少といふ問題を減じ得たこと
のみを考へても優れﾆものと云ふ事が出來弓．か
く本方式が利黙を有しながら尚我國造船工業で大

なる進歩を見なかつだのは全く前記の障害殊に同

型船の生産酸が少い爲之に對する膨大な治具其他

の設備を行ふ事が採算に合はないと云ふ原因に依

るもの･と老へられる．

に出來ぬ事になbp造船ブロック建造の根本の癌

とも云ふべき問題で，從來の治具方式に依るフ・ロ

ック建造の失敗の原因の一つと思ばれる事項であ

る．造船のう'ロック建造ば此の職からもどうして

も治具無しで行かなけ伽ばならない．

無治具方式の根本原理は部材の組立に徴D常に

靜定的に組立てて行き，不靜定的部品の取付には

常に其の部品に柔さと逃げを老へる事で，これを
毒

三部品方式と柔剛方式とに分けて老へる事が出來
る．前者は三つの部品を靜定的に結合する事に依

b更に大きな集成部品が自然に正確に決り得る．

1

1

今後のブ画ツケ建造

さてそれではこ．の障害は何とかして取り除けな

I
、

いものか，若しこれがなくなれば前述の様に當然これを更に靜定的に結合してﾌ・ロックを大きくし

此虚に考ふべきは此の場合プ画ツク建造の目的今一例を塞げると上岡に示す舷側タンクは此の
が從來主目的と老へられてゐた同型船の急速建造三部品方式で組立てられ↑ﾆものである．即ち各兵
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と云ふものから全く離れて，電氣熔接の廣範園使定盤上で別箇に作られ↑こ縦隔壁，横隔壁及頂板の
用に依る利益叉は作業を容易に且幅変にやる事が三つの部品が靜定的に結合され･て其部分のタンク

・脇来る利益と云ふものを其の主目的とする事になの形状を完全に且自然に決めてゐる．中央部は肋
るのであって此事は充分注意すべき事である。骨が横隔壁に代ってその形を決定してゐる．叉此

の場合縦隔壁の防携材と頂板の梁とは夫掩位置が
無治具ブ回ヅク方式鰯採用

決づ↑ﾆものでこの二つ湘板で結合す.る場合全て
そもそも鎧舳の治具は其の製品の剛性が大きいを同時に合はす事は出來ない．從って例へぱ縦隔

ので相欝弧固な剛性を持たせぬ限り製品が治具に壁の防携材をその結合部よb適営の長さ縦隔蝋反
なじまう診，かへつて逆に治具が製品になじむといに取付ける事を差控へれば，この防焼材は柔性を
ふ熱になり，軽工業とか航空機工業の治具の櫟な持ち梁との誌合が萬能となる．即ち防僥材と隔壁
性能は持ちにくいものである．これは製儲が正確板との結合ぱその梁との結合の後に行ふ.‘即ち此

q7頁につづく〉
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一 舶用主稜關一

（ｲ）蒸氣嬢.大別する‘と図罐と永笥龍になる
船の主機關が雨者を混用したものもある.圃臓はスコツチボ

布ラーとも呼ばれ罐内の保有水量速多く取扱いが
－往復動淡關よb簡軍で壽命も長いので-当般商船用として主用され

るが大馬力用として重量と場所を少〈する必要の．

ガス･ターピンハ$一ある場合や高瞳高温蒸氣用としては水管罐が使用
される．ャ宣一擁，バプコ.ツクウイルコツ〃ス罐

等は何れも水管罐である。燃料ば石炭叉は重油で

玉木禰宜あるが犬馬力用としては重油が梗用される.重油
使用のうk管雛では一基で2漠馬力を發生するもの

言がある、右表使用の舶用罐は一基]000馬],水
蒸氣船を走らせてから管罐は1500馬力程度が限度である．蒸燕挫鵬即

)舶用機關進歩の歴史はち唾力と温度は蒸氣機調が内鵬關に對抗してそ
;ある．舶用主機關即ちの燃料經濟を改善する↑こめに年盈：上昇し陸上に於
l在使用されてゐるのはては100氣座を超えるものが珍しくない．舶用に

淵である．蒸郷燈と性於:ても此の程度のものがあるが普通高座高温蒸氣
Pンとの組合せは前者で‐とされるのは唾力40～50氣塵,温度400~500

淵,磯動機等は後者に度(C)の範園である．戦前我が最優秀船として
通概要を述べる．尚力，誇つﾅﾆ新田丸級ば27氣唾390度であb又完成を
種であるが航空機開と見なかった出雲丸は40氣座420度の計蓋であつ

,ており近く舶爾とIﾉ言亡↑こ…か芦る高座高温蒸氣の場合原動機は何れも夕
:についても鯛れてみよｰごンである．

（ロ）往復蒸氣機闘，前述の通り舶用機關とし

、概要て最も早くから蕊達し↑こがその後タービン及びヂ
ヒも早くから老へられﾂﾆ一ゼル機開の出現によって現在では奮式化した．

赦術の困難な↑こめに性併し取扱いが容易で除行や逆輔の作動が確宣であ
'し發逵しﾅﾆ．即ち19る事等舶用として大きな利熱を有L,製造蕊も安い

§には一漉發達の頂黙にので最も庚〈使用せられる．10年位以前の統計に

bの頃漸く震現し↑こ・ヂ、よると’00噸以上の世界中の船舶中往復蒸氣機關
,の此の頃で今世紀初頃使溺の船舶噸數は全艘の約70％に逵んてゐる．

淵の出現ばその優秀な之に對しタービン船は13％内燃樹鵬は16％，叉
3に大なる斌戦を與へそ後述する電氣推蜘皆は約1％である．往復蒸氣機

憶った．ガスクーピンは開中庚〈使用されてゐるのは三段膨臘幾關即ち高

’疫現しなかつﾅﾆが1939騨順唾低唾の3氣筒から成るものである．使用蒸

言4000KWのもしのが始氣は瞳力14～16氣嘩，温度は300度値迄であb

年同國の機開車月jとし馬力は一基最大5000馬力蒲艇である．二段膨脹
蝋に成功しに．此の頃機開を二選並べ滑辨の代bに二重辨座のポペット

ト次大戦中各國の戦闘機辨を使用して效奉を‘著しく改善したのがレンッ機
瑛等に於て機開車とし關である．叉氣筒寸法の繍係で蒸氣の低雌部を-卜

分利用し得ないと云う往復機闘の織鮎を補う目的
ついて 、で低墜氣筒の柵燃氣をタービンにみれることに

。一一‐15－－

緒 言

フルI､ンがテムズ河上に蒸氣船を走らせてから
〆

約'50年になる，その間の舶用機關進歩の歴史は

その侭機械文明の發達史である．舶用主機關即ち

船舶の推進用機關として現在恢用されてゐるのは

大別して蒸氣機開と内燃機關である．蒸郷燈と往

復蒸氣機關叉は蒸氣タービンとの組合せは前者で

ありヂーゼル機關,焼玉機關,磯動機等は後者に
厨する..以下之等について諭概要を述べる．尚ガ，

スタ房ピンは内燃機關の一種であるが航空機開と

しては既に箕剛時代に入っており近く舶爾とIﾉこて

も出現が豫想されるから之についても鯛れてみよ

う。

發謹史の概要
上述の蒲機關中原理を最も早くから老へられﾂﾆ

のはタービンであるが製造技術の困難な↑こめに往
復蒸菰機關の方が早く笈現し發逵しﾅﾆ．即ち19
世紀初頭にI{観し同世紀末には一漉發達の頂黙に
達しﾅﾐ、グーピンは丁度此の頃漸く震現し↑二・ヂ
ーゼル機闘が發明され↑二もの此の頃で今世紀初頃

笈用化されﾅﾆ・ヂーゼル機關の出現ばその優秀な
燃料經濟によって蒸類機關に大なる斌戦を與へそ
の進歩改善を促す結果となった．カスクーピンは

約40年i；擁案され久し〈疫現しなかつﾅﾆが1939

年スイスの發電所用として4000KWの嵐のが始

めて製造され次いで1941年同國の機開車月jとし

て2200馬]のものが試迩鱒に成功しに．此の頃

航空催としても採用され今次大戦中各國の戦闘機
用として涌鬮しﾅﾆ・雛後米英等に於て機開車とし
て鋭意研究されてゐる．、

各機關i昌ついて 、

‐一

〃
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よb更に效奉を改善したのがパウエルベツハ機關程數により四衝式と二衝式の別力#ある・最近は無
である．之等は何れもタービンやヂーゼル機關の氣噴射式が主と●して使用せられ小馬力には軍働四

優秀性に刺戦されﾅﾆ結果の産物である．．‘衝式’大馬力には複励二衝式が使肘せられる．デ
ﾚﾘ

（ハ）蒸氣タービン，前述の通bタービンは往一言モル機開は数個の莱筒を連結して~三基と形成す
復蒸氣機關が一應發達の頂鮎に達しﾅﾆ頃に出現しるが一筒の發生馬力感寸注の關係で限度があb,

7二が當初の特色は大馬力の發生可能と云う黙丈で最大1,000馬力漂度である．叉連結筒數にも限度

燃料經濟の黙二では劣ったので主として軍艦用としがあって最大10筒位であるから結局發生馬力ば

てのみ使用せられ↑二．之は船舶の推進器は回韓數最大'基'漢馬力程度になる．

が低い程效奉が良いがタービンは反對であb,し（ホ）ガスタービン,前述の通b本機關は舶用
かも當時は雨者を直結する以外に方法剛かつナニとしては未だ資用の域に至ってゐない．本機開は
ためである．然るに第一次夫戦の初期後述の歯車｜内燃タービンとも孵すべきものでタービンと内燃
減速装置の製造が可能となりタービンの回韓数を機開の長所を併用し得る理であるが賞際問題とし
欲す胃.る健に定め得るに及んでタービンはその持ちては秘々 解決を要する鮎があb,現段階では燃料
前の狸味を遺憾なく發揮するに至つﾅﾆ：かくて重經濟の鮎で蒸氣タービンと同程度であり，内燃磯
量容稜並に燃溌脛濟の黙に於ても優秀性を認めら關に及ばない．問題は筌氣座縮磯の效率と使用力
嵐大型商船用として使用せられるに至つﾅﾆが，更ス温度特に後者で，現在のガス温度はｵ料の關係
にその後ヂー ゼﾙ機關の效率の優秀性に刺戟せらで7”度程鹿が限度であるが'將來耐熱糊斗が進
れ,之と識杭するため逐次使用蒸氣の唾力及温度歩して'000度位のガｽ温度が許されると效率も
を高めるに至つγこ事は前述の通りである.皇､蒸氣夕優に内燃機關に匹敵.し，且つクーピンの長所をも
ーピンはその馬力及び蒸氣性状により氣筒数を適具備して極めて優秀な原動機卿こなる．冷却水を
當に選ぶが軍式,高座低墜式,高座中座低唾式，特に要しない事も本機關の特芭で陸上用及び航空
声歴第一中唾第二中座低唾式,高座低唾二組式等機用の場合大なる利黙となる．燃料としては'一
があり一般商船用として高座低唾式が多い．叉型般に輕油を使用するが米國に鶴ては目下微粉炭の
式としては衝動式と反動式があり夫を長所を有す使用について研究中で成功の域呼近い牒子であ
る．尚蒸気ター直ンはその侭では逆縛が不可能でる．かくの如く石炭の使用が可能較頚も本機開の
別に後進，一ピンを設ける．その馬力は前進の大なる特色である．＜
60％位である．大馬力を容易挺發生する鮎に於で 推進器駆動方式について

タービンは澗歩の地位を占めるがその馬力は陸上、(イ）歯車減速装置，前述の通りタービン機闘
では一基，0萬馬力以上のものがあり舶用でも一の進歩に一新紀元を劃したもので，舶用主機闘に
基4蔵馬力に逹する.、 對しては一般に斜歯を車を使用し減速比20位迄
（二）季一ゼﾙ機關,蒸氣機關と内燃機關とのは一段減速とし，それ以上は二段減速とする．效

焔坤逵黙は前者が朧と復水器を必要とするに率は各種の減速方式中最良で95~98%である.

鶏轍鯨鰻蔑駕欝製鰄鏡繊態麓嘉悪拳雫繍駕
有しないから始動も簡単で迅速である．但し燃料車減速装置とよウ成り流鎧接手は機關と歯車の卿
としそは蒸氣機關は石炭叉は軍油を使用し得るににおく．ヂーゼル機開はタービンと異ウ回輔力か
對し内燃機開は一般に輕油，ヂーゼル機關は重油一回韓中均等でないから緩衝用として，流磯接手
に限られる．ヂーゼル擬關の型式は燃料噴射方式を使用するのである．本方式によれば數埜の機關
によって難氣噴射式と筌氣噴射式があり爆發がピを一本の推進器軸に連結す馬ことが出来る.又ヂ
スI､ンのﾉ,.Ⅲ”みで行はれるか両側で行撒れるか一ゼル桜關とクービ.ﾝを併用することも出來る・
により躍働式と複働式がある．又一ﾂ゙ｲｸﾙの侭轆のパｳｴﾙパﾂ'､式往復燕機關は本方式で

－－．－J5－－＝

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｅ
叱
卑
１
１
１
１
１
１

~

＝

〃

‐

ｊ

ｑ

ｌ

ｌ

ｄ

■

■

１

１

Ｊ

■

■

野
0タ

ーー．一二一＝一一一.一ユ.-－－－一口 ■



L＝一

。
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
日
日
■
■
■
■
■
■
■

〆一

Ｌ
Ｌ
ｌ
ｒ

－舶用主機關一瓢

燃料經濟重量容積の黙に於て劣b,叉往復機闘零
あるから振動を伴う．蒸氣タービンは大馬力の發

生が容易で重量容積は最も少い、叉高座高温蒸氣、

を使用すれば燃料經濟の黙でも内燃機關とさした

る懸隔はない．回轄機關であるから振動は極め｡て・

少い、併し後進操作力牲復機關の様に迅速握力に

行へない．尤も電氣推進方式にすれば此の黙も改

善されるが，此の場合製造喪重量共に六となる．

ヂーゼル樫關は燃料経濟最も優b始動は極めて簡

単であるが，製造喪重量容積がタービンよb大這、

&b,叉往復機關であるから振動を伴う．燃料と

しては重油に限られ石炭を使用出來ない．ガスタ

－ピンは將來性はあるが現状では‘聯！腱濟の黙で

内燃機關に及ばず叉製造_H1寺別の耐熱材料を必要

とする．

最後に之等の黙を数字的に上畷してみるﾅﾆめに

外國文献に記載せられ↑こ表を掲げる．但し本表中

ガスクービンに開するものば計叢上の値である．

又船は何れも1萬噸貨物船，速力16節で軸馬力

6200の場合である．（運輸調査局)，

ノ

往復蒸氣機關と低唾タービンを蓮結する・

（ハ）電氣推進装置，蒸氣タービン叉はヂーゼ．

ル機關で直流又ぱ交流發電機を蓮韓し，電動機を‘

以て推進器を駆動す罵方式である．減速装置と．し

ての效奉は90～93％で歯車式に劣ウ重量及醐買

格も大となるが，機關の配置上便利なのと逆蒋用

として後進タービンを要しない等の有利な黙があ

る．今は亡き佛國の豪華客船ノルマンディー號は

本方式の代表的のものであb,叉嘗ての稠乙の優

秀船ポツダム號,．シ'ヤルンホルス1､號叉米國のプ

レジデンI､フーパー競等は何れも本方式で原動機

は蒸気タービンである．ヂーゼル電氣推進は海峡
渡船や曳船等に使用されるが前述の通b全罷的に

見て本方式を使用するものは極めて小数である．

（＝）カスターピンの場合，カスタービンが舶

用1号箕用される場合如何なる躍動方式が使用され

るか．ガスターピンは唾縮機の回聴數が低下する

とその效奉が著しく不良となるので之を避ける↑こ

めに種盈の方法が老へられき．例へぱ前述のスイ
スの4ガスターピン機關車ではカスターピンで發電

機を蓮輔し，電動饒を以て車輪を駆動する方式部

蠣氣推進式である。又カスクーピや高唾低唾
に分けて高座タービンで睡縮機を運樽し低唾ター
ビンで推進器を駆動する方式も老ﾊこられてゐる．

諸機關の比較.、

以上に述べた名掴識開の長所短所を要約すると
次の様になる.往復識機關は製造雌廉で信頼
性があb,徐行や逆縛操作が確責Iﾏ行へる．併し
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、

|(砿 53010.177105

瘤ダービ′I’’6500/110119010290

’
(輩署触牡樋餌罵姻朋の“1,順(皿油に鋤’て0.38-Q弱位ごある）

’

（14頁より綴〈）の取合は柔剛芳式に依づﾅﾆも

鰹更鯛蛎震繍翼蕊裏
に直接結合する頚は各交が形が決つﾅﾆもの，云換
へれば剛･性を持って居るので不可能である．然し
この間に普通の現場組立の織謹を入れ登ぱ，剛柔
剛となり柔剛方式が適用された事になる．
船鵲を分解して此の三部品方式又は柔剛方式で

組立てられるう’ロックに分けると，多くの船は相

営數のプ腫ツク部分を作る事が出來，これだけの

部分ブロック建造の秘読を受ける事になる．條件
に恵まれ池場合例へぱ三菱横演造船所建造の135

噸型漁船の穰な場合は，その船艘の踏乃どき_部>§

プロッツ建造としての利益を受けられる嫌になっ
てゐる．

結 言

船禮のブロック建造は決して戦時中の工事粗略
化の遺物ではなくなって來て居る。吾凌造船にた
づさはるものとして常に新船に對しブロック建造
の適否を考へ，無治具方式を適用出來るう,ロック
を取出してはその長所を生かさねばならない．良
い船を容易に作る事之は將來のプ白ツク建造に課
せられ↑こ使命と云ふぺさであらう．＜三菱横演）

’

一一
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I

親摸の犬，エ場配置の妙，膝に船

墓瀧の組軍鶏の淡いことなど當所を

肋れさ人の常に惑蝿･る所である．
人口四寓の王野市民蓮養って居ると

云へぱ含鮭の世帯の大きさも略想像
されka.吸時中は職種鋸建造に随
一の成繊を畢げた識はさて鞠き，鯵
戦後もいち早く立通り，漁総,客紹，
食物船等現在迄既に73隻總噸数約

33j000Tにも及ん~ご居る．この外産
業授械，蛾遡車輌，電車，炭車等に
も夫曇棚街の成綴を翠げて勝る・就
､中総出第一船たるノルウェーの捕鯨
畑にク雰一ル號」に對しては遼船所
畢げての努力に見ﾎ所期の成果蓮納
め，船主よりも特に多額の報奨金を

贈られたことは我冬.にとつ．で何kり
の喜びである。

椎所は船聖6，『ドック」4を持ち
年間建造能力60,000總噸，修繕能
力500,000總噸，産業機械2,400キ
ロトンにも及び三井B&Wrヂーゼ
ルェンヂン｣，「ハウデンジ画シソン

縦j製作にも多年の耀験を有して居
る．

匿
浦賀造船所だより

’
浦奨造船所は浦変エ場と川間工場

とから成ってゐる．浦讃工場は浦薮

湾の奥に位し，船墓3，ドック1，

を中心として錬鐵，製縦の2工場を

除く凡'ての課工場が配置されてゐ

る．此所より約2．粁離れて浦裂溌口

に近く川間工場が位漣してゐる・川

間工場は賠償指定工場で鋸蕊3,F
ック1の他錬鐡工場，製縦工場の他

旋盤エ場の一部と利材工場とがあ

る．従業員は現在約2500名である．

浦黄造船所に率て見て先づ感ずる

ことはエ場敷地の狭いことと’エ揚

配魔の悪いことであ．らう．.此の悪燦

件にも拘らず日本の大造納所に伍し

て對等の生産を上げてゐる原因の一

つとじ･こ従業員の熟練度が揚げられ

る．エ員の平均勤縦年数約11年と

言ふ数字は他でほ絶對に見られぬも
少蔦･

f

のであらう．小學佼を閃るとすぐ．か

ら鑑ど一生を造紹に篝げ議してゐる

人,々 ，更に祗父貼父も叉そ？子も浦

袈造船所に働v,てゐる家を，これら

は正に浦変造船所が日本中に誇って

よv､第一の‘ものであると思ふ．之等

の従業員の努力により絡戦以來の悪

條件･を克服しながら復員鱸の修理に

．努め，更に綾行船として第11，第12

沓函丸．(所調.W型脊函連函船L

=113m2(),.B=15m850,D=､6m

80(I,dmfz5mOO(IG/T=3,161噸
の第7船及第8船）を完成し，つい、

でW型第9錨北見丸達昭和23年1

月完成し，2月にはF型貨物鰯北洋
九，阿蘇丸の二鋒(I,=50m00,

E=8m40,D=4m20,dm=3m89

D/W=800Jm)を完成し，現在はW
型節10船日高丸の公試迩韓を淡し
9月末引雌しとなってゐる．船騒上
には第2次D型貨物緒（周本海汽船
L=85mOQB=13mOQD=6m

8(ldm=4m87,D/W=3,100mi)

|’
１
１

９

が10月中旬の進水をひかへて大馬

ブ]をかけて工事進行中である．此の

他昭和21年以來，125噸型漁船6

隻，135噸型漁船4隻を建造してゐ

る．叉大小の修理雛が篭に池迩賑は

してゐるが，22年度の第6蒲函丸の

天修理にっづぃで目下は難曙請函

丸が主機換装のため入趣してゐる．

計謹中のものとしては第3次謝･壷

C型貨物船(L=101m80,B=15

mOO)D=8m20,dm=6m90,D/W

＝5,303趣)を初めとして内外の引合

による多種多稼の舩舘が設計の机上
、~

を飾ってゐる．
〆

努勵組合は工，職一本の全日本造
船鍔働組合浦裂支部であり，7，8

月に亙って行はれた賃上げ闘争も勢
養祁方の曇]により圃滿に解決され
ると巽に，内外よりの造鋸の勝率に
劉・すち明るいニュー兵と見透しとに
活無づけられて生産一路に邇進して
ゐる．

～今後の造船の活況に對鹿するため
に只今工員約1300名の増員計残
を立てて一般に募集中である，三浦
半島の一角に於ける我会の今後の活
醗を御期待願ふ，（23-9,T.A､）

三井玉野製搾所だより
山陽線岡山扉で宇野線に乗換へ南

へ走ること－時間にして四閏への玄
鵬口たる高松への蓮絡船にて右名な
宇野騨へ蒲く．此鹿で下車して「パ
ス」に摘られて約十分もすれば，そ
そ.リ立つ「クレーン」の群が鴬所で

ある．風光明眉の瀬戸内海の厘中,、

四園の山燕を遙に朧め，別府航路の

審船や侭帆片帆の漁船を前にする，

之亦造舩所そのものが籾光地でもあ

る．

ロ

］１
１ １

１
１

ID

I
ヨ

１
Ｊ

● ､’

近く強所も三井造船の名を改め株
口

式含証玉野造船所として一段の活躍
を期して屠る．魂在手持の新造艦を
一覧すれば第3次のC型ユ笠，第4
次のC及D型夫を1隻づっ，ノルウ
ェー捕鯨船2蕊，デンマーク向け
5,170總噸の貨物鰯2",D/W
18,000噸油槽船1錠の合計8笠に
も及び之嫁が船選に雄萎遼並べる同
も遼〈は無v､．

電頗熔接の火花,「リペツ1,Jの馨
琶,「クレーン」の騒青の中に日に夜
を多い壱1隻亦1隻と瓦船は瀧生し
て行く.日本再建は先づ翼易から，
武易は海遜よりとの我等の固V,信念
の下に，造船に従事する喜びと誇り
を胸にして技術の向上と工事の速度

化とを念頭において撞船報鬮に識池
して居る次蛎唖ある,(T,'r,)､

４
１
１
１

1
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戦後イギリネの海運濁沿界の一傾向・
ロ

ー荷役設備の改善と主機，燃料の改良ば～
海運今後の重要課題である－－

I
＝

. 米 原 合 － F 敏

の一部であbますが，機械化萬能のア刈ヵに鯉

てもその資繊が一昔前と鍵らないといふ事資I蚤亀

の理由が判る迄は納得のいかない驚きを感ずみの

蒸すが,そ.れは兎も角として戦災をうけないズメ
リカに於てすら港の荷役作業が此の穰な状況であ

るとすれば戦争で犬打撃愛受け↑こイギリスの港の

能率の程度は凡そ想像に難くないと思はれ蚤す。

船主が船の建造を計霊する場合,特に定期航路

船の場合には，航行と碇泊の日数割合が先ず問題

になります．大禮1年間に航行しでゐる日数と碇

泊してゐ‘る日數との割合はどの位であるか，イギ

リスのcarg6.1inercomp・の賓料にまhますと

第一表の様な割合であります．′

「･･･"遥か昔,今から50年前.埠頭に横づけ
にされ↑こ帆前船の↑こった一つのハッチに盛んに荷

物がつみ込まれる．その動力は愛に僅か一馬カ
ー文字通り一頭の馬が忠賓に荷物の積送を引受
けてゐ↑このであった．

やがて埠頭には蒸汽駆動のウィンチが置かれ荷

役夫も馬一頭を使って居た時代よbは数も増して

來仁・荷物は以前よbも早く船外に投げ出され埠
頭にうず高〈積まれる．此の時代にもまだ弧い眉

をほこつ↑こ氣のいい波止場荷役夫と手舜車が荷役
の重要な役割を果してゐ↑ﾆのである，、彼等は’日

'0時間以上も側い↑二・その頃荷役夫1人1時間に
’歴の荷物を稜込み叉は積卸ししてゐた.のであ
る・積込み得る一個の荷物の最大重量は700kg位

であった．これをもつと増加させるために船内の

機賊を改良し七やつと2趣迄漕ぎつける事が出來

ｑ

、

’第1哀．
－ 一 一 一 一 一 一 一 、 一 一 一 一 － 一 一 一 ‐ 一 一 一 一 一 － 一 一 ＝

’
年家”旦敷|碇泊

:；｜；

日 数 I 記

羅霊雇羅R
・ナニ．船の發達に比べて埠頭の設備の發窪は遅く，

手押車を押して荷物を運搬してゐる埠頭風景は相

営長い間綾いﾅどのである．やがて埠頭にも起重機

睡論1937=g9奉均一-197-F
－

１
２

７
６

９
４
－

１
１

均
均

季
平

８
７

弓
望

７
６

３
４

９
９

１
１

前
後

峨
峨 器｜掴食物雛
一一一‐五一一■‐■ー=Lq＝一画一一F一一■q■■ヨー■Iq■ー

大鐙定期航路船は200日就航して165日碇泊す

るのが普通とされて居↑このですが，戦後は丁度反

對になつでしまひまt,ﾅﾆ．これはイギリスの港の

各種設備が戦時中に非常に損傷しﾅﾆのが大きな原

因ですが,此の碇泊日数の増力Ⅱは船の建造計笹に
際して非常に大きな問題となって來農す．即ち船
の速力を高める事が從來は海運業として非常に青
利な事の一つでしたが碇泊日数が此の雛に多.くな
ると建造喪と通航変に多くの出査をじて迄船速を
輸加する事の意味が薄くなってしまふ課です．

一國の船舶建造計霊を襯察しますには.その画状、
を多方面から槻察してみなければ純悴の捷術的観一
察も亦無意味となる一例として碇泊日数を蕊げﾆ
のですが’此の朧な見地からイギリスの船舶建造
欣況について判明してゐる二三の傾向について述
べてみ↑こいと恩ひます．

が設澄されだ．最初の起重機はFordの牽引車

を利用しﾅﾆもので寅に複雑な機織のものであっ

ブニ．全くおそ.る可きこのシロ物も荷役夫は文句を

言ひ乍ら何とか使ひ出したが，組長が一寸目を離

すと荷物は見事甲板を徴切って遥か海上高く吊上
げら奴てしまふといふ珍現象は決して稀ではなか

った．然し現在は既に機械無しでは荷役夫は仕事

を拒む様に迄なって來だ。

諸君．乙診で大いに注意して戴き度い。非常に．
機械化され↑ご現在の埠頭に於て荷役夫’人’時間
賞ｳ霜物の獄込堂は40年前と同じく僅か’趣で

ある．数年前迄荷役夫’入営bの設術愛9ドルで

あつ↑二ものが今日は230ドルとなってゐるにも拘
らず荷伽運搬の成績は笈に40年前と比べて一歩
錐歩してゐ芯いのである。……」
この演読は1944年9月アメリカのAssooof先ず1946年1月から1947年9月迄の21"-

_PortAuthoritiesの會議で撫脹が行つﾅﾆもの月間にイギリス國縦紬所で職され↑こもの及び
β
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宇弓艇の科學一一．

發識齋の大洋航路船の総唯磁を船の種類，機關の

鱗に依って分類して見ると第2表の擬になbま
す．

叉油槽船は87％がヂー ゼﾙ船です･つまb総計｜
でタービンが比較的多く膜はれてゐる嫌に思はれ｜

るのは，定期航路船がその47％をタービン船で

占めてゐるからであります.特(捷期航路船の中
背は好んでヂーゼルを使つﾅﾆ中馬力のものがクー．、

ピンを使ってゐる事は頴著な一傾向と言へませ

う．此の傾向を生じた原因の一つは，イギリスに

於ては維痔蜜，修理斐を含めてタービンの方がヂ

ーゼルよb安いといふ事と，比較的材料が少〈て、｛

すむからといふ報道に接して居ます．特に修理に

開して，直接修理に要する工事喪もヂーゼルが高、1

便である上に修理日数が長い事が碇泊藍等の間接、’
修理費を高くするといふ大きな妖黙は避けられな

し獄了す.蕊賀修理工事斐が数百膝でもその爲に｣
おきるヂ言ゼル船の癒白日数の増加に依る損失は．

その数倍の金額となる由です．

次にイギリスの船主が主機を選樺する際の大き

な要素は燃料の便格の問題です.、現在精製工場，
逢油管,油槽船等の不足に基因する重油の不足は
相當深刻で，この欣況は相當綴〈ものとイギリス

では見て居り，アメリカが相當量の油を輸入して

居る状況も老へると重油の便格騰貴は更に綴く)と
思はれるので燃料消斐について船主として相営重．●

要硯してゐる事はうなづけます・

縦用油とヂーゼル用油の便格は第1圏に掲げき
した様に戦後は戦前の倍になって届ウます・従っ．

第一図重油侭格
，.-….油源]凹幣の侭＃§（各1也手均）

|蕊2受イギリス1946'LI94F79聞達造船篭頚瓢G/r$(2100蝿,｜
謡麺Iターピンヲーピｿ篭ｳヂー Eルルシプロルシﾛ認|'風弓?."|合、訓
総謹墾IG/7蔓|G〃蔓IG/7IQIG/712IG/71鴎蔓15/rl"IGﾉ71

定18陶哩1412523I921251-|-I-I-|-|一囮”6
期1618"390--341351-|-i-I-1-1-1721!74'|

'雛燃4;3Wニニ,灘瀧'土"'W:|:::',
路蹴ｵ蝿21168118覇淵912-10--17533421
船.~‐－‐‐合討121115914271711'68/641--291223332517
‘不定順船3161--3216437171125942188433
油糖船1．‘614“79ワ'29,4616-|-94816
籍計|123118518171Z3g2044154125813165･13311435旧諏“
|~G"割合|31.411.954.31691"1.7138100%
l全上I33．3154．311，12．4100％

|↓

｜

’

璽鰐
‘不定朔船

_1"l

等

總計515隻の中タービン船は125隻，タービン

電動樹浩8隻，ヂーゼル船畑隻．レシプロ船

'00隻となつ子居bます．此の隻數の割旬まヂー
ゼルが55％で第一位，次がタービンの26％，

レシプロの19％となって居ウます．更に細噸數

の割合ぞ比較しますと第一ゼル，汐一ピン，レシ
プロの割合は4．4：2．7：1とな"bます．この傾

‘

向は1937-38年のイギリスの笈績と比較すると

よく判る様に明らかにタービン船の進出を物語っ

て届hます．（第3表参照）． ｝

第3表船の主機の割合（％）

△

－一エ

主機の種類 萌言gシ芦呈珂ゐう:．1Sf
９
３

２
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１

鍋
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一
一

一
‐
‘
６

３
４

９
９
『

１
１

前
後

蛾
職

８
４

５
－
５

100

100

１
１
｜
■

■■q■～■q4一一一口 ■壺一hp--b■■一一一一、一■＝■ｰ一一一■ｰ一■■IIr-D-l-II

即ちタービン船ピレシプロ船の割合が戦前と戦

後で逆になって居ります．之れは緒の機關として
レシプロが奮式であウターピンが近代的機關とな

ってゐる事を如寅に物語ってゐる課ですが'勿論

嘘の際な機關の種類の傾向ば非常に澤山の要素が
原因となるのですから，機關の薔新式のみで片附

〆けられる問題蚕はあウません．イギリスの場合一

一見職時中澤山のタービン船が損傷を受けﾆ爲，戦
後その補充の爲にタービン船に主力を注いで建造

してゐる鎌に恩はれますが必ずしもさうではなし‘、

様です。第2表から判ウ泉す様に不定期航路船の

船主は戦後に於て総噸數251,000噸のレシプロ船

を發註して居ウ，之れは不定期航路船全侭の58％′

を占めて属ウターピンは僅か4％に過ぎ畠せん．

■
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て比較的安便な耀用油が燃料消菱の絶對量の揃加
密考へても結局安いならば，ヂーゼルよりもター

ビン又はレシプ画を選慰大きな理由となります。

所が雛用油とヂーゼル油の償格の比は1：1．6で

あウ，燃料消菱に於て大磯1．6＄1ですから燃料

喪は結局大鰐等しいと言ふ結果になbます．勿論

詳細に比較すれば多少の優劣は出て参りますから、
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一海外競抄一

燃料菱の高債な今日此の黙はゆるがせには決してがあbます．DIW10,000噸,速力15節の貨物
。咄

出來ない課です．我國では油焚タービン船が燃料船に6,800SHPのC1osedCycle型のカスター

消菱が多い爲にヂーゼルに主機改装を行ってゐるピンを装備すれば，燃料消斐率2229/SHP/hrに
例もあbますが，アメリカに於ける笈績によbま迄漕ぎつける事が出來る見込です.蒸汽タービン
すと油焚タービン，レシプロ及びヂーゼル船の補の燃料消賀率の約80%であbその差額は1年間
機を含め缶資際の運航状況に於ける燃料消費は第の燃料強として6,000跨位になります．更に材料
2岡に示しましｵﾆ榛に3,000乃至8,000馬力で，の研究さへ完成すればヂ言ゼルと同程度の燃料清
大磯タービンがヂーゼルの'.6倍になる朧です．変にする蕊が出來る程度に研究も進んで居る隣で

す．ガスター管ンの製作斐は蒸汽タービン以下で
第二図各種舶用機關の燃料消鋳
（航海中使用のすべての補綴を合鋤すむ糠であb約80％でよいといふ報道もありま

●

F

q咳

一

5“
す．製作斐，燃料費共蒸汽タービンの80％程度

になるといぶ黙でイギリスに於ては力.スタービン

は相當有望硯されて居る様です．二

筒ア,メリカからの赦遥に依ると5ヶ年以内唇は

原子j]を利用し舶用蒸汽朧の代りに原子堆(ato-
micpile)を用ひて蒸汽を發生させてタービンを

・駆動させる方法，叉は原子力エネルギーを用びて
カスターピミ/を騒動させる方式等が大型船の主織
關として黄用･される見込がある由です，これ力較
現の暁には，機關部は大愛更を來し同時に燃料艫
の容積は非常に小さなものとなるでせうから，造

）船關係着，海運關係者も頭をすつかb切換へねば

、klllllll
’

1

｡、|、 _しJﾌ｡ﾛ'船(ん鼠&’28比）
伊

卯

珈

４

ン
三
生
里
恥
骨
蝉
浜
瑳
謹

～鐘
rへI－l l

苫レシプロ船(排気タ
｜‐｜・

一ピン附）、
一一~~ー一一一ロー‐

＝に ヌーピソ電動船
l

l

l

－

一
一ターさソ

､J___i
贈>‐

I

≦、
二

一
奉
一
一
一

＝一

減速歯車剛
ヂーゼル船二羊塞 ＝－－L200

、Iロ

ﾁ？霞一tfル船

E

100

02α)040〃60卯釦0070“0船關係宥，海う聖繩味惹6鯛渡ずつ刀､リ塑深へ“《｡、

軸 馬力ならなくなり皇せう．

兎に角燃料高慣で且つ入手困難な場合燃料消壁さて現賛の問題に戻ってイギリスの最近の傾向
の少しでも少いものを選ぶのは鴬然でありませうとして§鋤胤運醤の經測幌地がらウインチと補幾
が，それに依る差異が燃料問題を本質的に解決すに對して非常な注意と關心が向けられて居り'補
る事にはならない課で，イギリスに於ては此の本機類の電化は貝ごF一般的な現簸となって居I)ます
質的な一解決方法として，朧用油をヂーゼルに使がそれでも經溌的に考へて利益ゆりや否やに開し
用す電を研究し議論が交はされてゐます｡我國ては未だ議論さ脱て居bます･ウインチは防雷装
に於てはその良不良に拘らず雛用油をヂーゼルに鐙を施じて電動の場合と同じ靜けさで使用される
使用せざる塵得ない欣況で，既に多くの經騒を有汽動ウイ.ンチが堅固であるといふ理由で好まれて
しヂーゼル機開の毒命に對‘し相濫悪影響がある事使はれて居ります。、
が認められて暦bます・イ幸リスではAngIo D/W10,000噸，速力15節の貨物船で補機電
Saxon石油會祇のAuricula銃で1ケ年間に12化に依る建造変の端加は25,000勝であつだ由で
航海合計70,000浬の航海の経験では制合良好のすが，之れを10年間で償却すれば經濟的にベラ
様ですが，此の結果だけで鱸j廿油をヂーゼルに使ンスがとれると芥ぞリスでは考へて居ります．

用してよいと縮論するのは時機尚早もいふのがイ19狸年に建造され↑二姉妹船で補機が電動及び汽動
ギリスの現狄の様です。 の差が診るのみの2船について1,300日（内鯲犀
燃料消藍を少しでも少〈する研究は各國宙噂通日数500日）の燃料費を上職してみますと汽動補

の興味ある問題として研究されてゐる課で奇が，，機船ｶﾐ14,210勝の辮斗を消蟹して居るのに對し
,寅用圏内に入ウつ強あるものとしてガスクーピン甑動補榔皆はその40％（5,710藤）しか瀦我して

・〆
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－ 鮪の科學一

居りまぜん．電動補機船には2名の電氣技師が加
はる他は乗組員も全く同じですから補磯潮上に依

る癖唆の節約は相當大きいが,電動稲機の製作
工事費の増加を･蚤かなって餘ｳあるや否やに對す
る定説はイ･ギリスに於ても未だない灘です．

次に速力につい景亡の傾向は？イギリスの定期小

型貨物船は13～15節，犬型貨物船は殆んど15節

以上（何れも航海速力）であり，街不定期質物船

は從來の10節が近年は12節となって居bます．

船の建謹賛は大型小型で差異ほありますが，.大

燈1939年に比べて1946-47年は2.5乃至3倍と

夢って居り.ます．此の感豈費の塘加の主原因が我
國の嫌に林糾友人件喪の騰貴によるのみではなく
て堵一の理由が船主の船内鏡量についての改良要
求の爲といふ報道に接し全く驚かざるを得ませ

ん．即ち乗組員室の改良，通風の改良，救命艇の

完備，火災豫防,火災報知装置に關する特殊な要

求等であ･ります．第二の理由は速力、増加で，
D/W10,000噸のヂーゼル貨物船で速力を12節
から15節に上げた爲に建造費が150,000藤増加

してゐます.一所で速ガを之れだけ瑠加した爲に更

に撫斗消斐量は2.5倍に増加し運航菱も非常に埆
加してし寮ひます．それに反し廻節と15節の航

程に及ぼす差異は大西洋披断で2日，ロンドンー

フ．エノスアイレス航路で4．5日の短縮にすぎず，

冠頭に述べましγこ様に就航日数より碇泊日数の多

い今日，航海日数を僅か短縮する事は總海蓮費に

とって焼石に水であb,建造喪,燃料変等に莫大
な出喪をして生で速力を上減る事に對してイギリ
スでは相當の疑念を抱く人が居る様です．
然し世の中はスピー'特代ですから經濟的に不

ｰ

なければ却って岸壁桟橋上に卸ろされ↑こ貨物は山

と積まれて混凱の基とな.bます．之等の設備が充

分に改良されて始めで紹の速力の増力IIが貨物輪逢
量の増加に大きな役割を果す事となり畠す。此の

鯛こ海運業の全機能がすべて有機的に密接な開聯

を持って居る事を戦後のイギリスは如資に綴験

し，港懲施設の完備に努力を桃ひつシあり産す

が，参考迄にイギリスで理想的と考へて居る岸壁
の荷役施設について見ますと,D/W10,000噸の
貨物船に對し．

3"JibCrane長サ20米4選
、6睡．．.Crane 噂2蜜‘

15麺ず.Crane l臺

の起重機が必要であり15."Craneは隣の埠頭
岸壁へ達し得る事，之等は何れも全部個枩に動力
を有する事，倉庫，引込鐵道貨車，貨物自動車に
船から直接貨物を穂込み得る事が必要です．

．貨物船の主愉に30～50砿容量のデリツク1本
'0砿容量を2本程度待つ事は當然ですが，その他
に捲上げドラムの大きいウイン受が大いに必要で
あるとイギリスでは考へて居り，船内にウインチ

やヂリツクの代りにCraneを設ける事はイギリ
スはあまウ今迄好み蚤せんでしたが，スウェーデ

ン､JohnsonLineがD/W9,100噸19.5節の
5隻の高速ヂーゼル貨物船に延豊のCraneを
7個の艫に配置して特にその長さは12米以上で
岸壁から二列目の鐡道線路に迄届く様になって荷
役作業の能率を上げて居b罰す．2蜜1組として
使って最大10勉の容量をこのCraneは持って
居bます。

帆前船時代の遺物と老へられる主艫の考へは碇

●

．、

q

■

』

1

‐~－－、グ－n句､.睡

利であっても船の速力はやばウ少しでも早〈す可泊中の荷役作業の鮎からは思はし〈ないので改良
皇であ蝦せう．從って船の速力と同時に碇泊中の餘地があり，叉績蓋は毎日の作業の始めと経b
のすべての作業能率と速度“高めなければならに附けﾅﾆb外しﾅﾆｳするのに1日の勢力の10％
なくなつで來た課です． を消喪する事を老へますとこれは是非共折鎚式又
碇泊日敷を減少するには貨物や燃料の菰卸し速はローラー式にして無駄をはぶかねばならないと

度を早める蕊が先ず第一の要黙ですが之には港の老へられます・・
設備，組織の改良は勿論艘内のデリック，ウイ此等すべての改良はそれ一つが寅施されるよb

c

ンテ,鯖の分割方法の改善,補助機械の改良等がくれらが同時に行はれる事によって船舶の運航能
大切な問題と恩はれます。又之等が如何に改良さ力を遥かに増大する事になる課です・
れても岸壁や倉庫からの貨物の運搬が順滑に行か非常に概観的にイギリス海運界及び造船界の最

（28頁へつづく〕、
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MichadBalcon箸の「SanDemetrioLon-

don_lば英國人の勇氣ど，ユーモアどを表した冒

険海洋賞話で映謹化されﾅこ興味閑､ものである,、
それは1940年の秋のことである.rSahnema

etrid號」は，アーメim7より7F油ぞ積み，歸港の

途についﾅﾆ．11月5日途に敵戦岡鑑｢VonScheer

號｣に發見さ畑二のである．護術艦「JerVisBay

號」の應戦もむな．し〈，船勵えちダぢbに芯b,

この船も途に火を發・し，これが積荷に燃え移つ↑こ

なら;船は沈漫の運命になつﾅﾆであろう．船長の
命令で，全員は直に救命ポートに乗りうつった．

其の中2隻は直に救助され↑こので興るがｩ第三ポ
ートば不幸にして，餓とまさの漂流をつづけねば

ならない運命となっﾅﾆのである．全員16名をこ
の二日間の漂流から救つだものは，立振な海員魂

と，彼等のもつ勇敢さと，ユーモアであった；二

日目の晩彼等の目に映じ↑このは焔燕ﾅﾆる火につ#つ

まil,7ご－隻の船であ曇る．そして煙の間にrSan

Demetrio號」の軽つかしい名前を談みとった時
､

全員の氣持はどうであったらう．

この船が浮揚をつづけてゐ↑ここと.は一つの奇蹟

であつにが，灼熱の甲板に乗りうつって火を消し

止め，無事英國の港に生遥し得↑こことも亦,偉大

なる奇蹟であつ↑二・

船橋もなく，海圃もなく，無線機も,信雄族‘も,，

羅針盤も，其の上，操縦装置までもない船を如何
にして動かし得たか．學校用の海圖を唯一の仁よ

りとして，彼等の1人’人が祁の力を發揮しだQ

である．石油12,000噸の中寅に11,000噸が無

事であつ↑こ・

彼等の驚くべき勇鋪献身的行爲，不屈不携の

蒲跡は，海の歴史と物語をかざる一鯛の救事詩で

ある．彼等の行爲は，英國の商船隊の輝しい歴史

に再び一層の光彩をそへ得ﾅﾆのであった．
へ
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今後海と船に關係のある映錐掬語をのせて見よらと

恩ひます．この映鐙はr級園敢後の日」として多分こ

の雑瀧が皆深の御手元に届く頃，封切されることにな

るでせう，御多忙の毎日進塗って居られる方方の心の

糧とも蹴れば幸ひです，〈編“）鎚到毎歩-h．雲率八部型一‐｡．‐心豆庁=圭当､‐と7J星騨一一-．
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D型デイ"一ゼル貨物船

天舘山丸
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’ 内 田 勇

天塗山丸は戦標船2D型船として船畷材料を準船主舟舗舩團及三井m棚株式會祗
船備せら れて 居た所謂縦行船であ る が ， 設 計 は 全 然 鵲

戦後の新設計に愛更されたもので，主機關には雷本船は概略別岡一般配置園に示す通り「セミァ
海防艦用22號10-型ディーゼル機關を装備したフドュンヂン」の職貨設倫に最重黙を瞳い↑こ一暦
戦後最初の中型デイーゼ,し貨物船である．全通甲坂三島型貨物船で乗組員畷住設脈撫血の
本船は昭和23年4月21日に三井造船玉野製同型船よb改良を加へられ↑こ代表的不定期貨物船

聯誓欝謬鴨惑雪巽鯛讓、嘉灘(k"1総…扇"繍｡聯総風。
、’

を謬り，それ以來不定期航路貨物船として八幡-15nf総口~の超大型艫口の補狸の爲大型ﾗ霊ソキヵ

衰雪稟駕歯雲聴撫鱗昊鬘讓薑蔑崖嘗=蹴轆蕊繍憲鰯鶴
演間の燐砿石等為の重要物査の大量職逢に最適船浪中窪航海したが全然不安f感ぜられて居ない．〆
として活銀を綴けて居る(扇眞は本誌''月號掲載） 載貨設備

主要要目 本船は載貨設備に最も特長を有して居b,長尺
全・長 91m330物，重量物として鋼材,木材の荷役に便利なよう
長（垂線間） 85m000に艫ロデリツクの寸法及配湿を言醗されそ居る．′

]2m600X3000睡以上の石炭を塔職玄‘るのに十分な載貨幅（型）〆

6m600容積と’その場合に通常なI､リム童維持出来る鎌深（型）

夏季滿載吃水 5m600船艦線圖が設計されて居る．航海箕績として石炭
3050睡を穣載してI､リムは船尾に傾き又勤捕周方脚E婿係数 0b75

總噸・・数 2,152.50T期も鋼材(3040m)滿戦の場合約9秒であb木材
（約7500,石）瑠賊の場合約廻秒で何れも極端載貨重量 3,251.10t

艘騰容稜（ペール).3,949.48msなポツトムヘピー及びトップ・ヘビーにならず好成
通論容穣,185ms 綾を畢げで居る．

/

剛鴬口及びデリツクの配避は次の通ウである．主機械、四両程軍働無氣噴油

艫口番號1番輪（22號10型）ディーゼル機關一基2番縮
定格馬力（最大常用).1,600SHP 愉口寸法･25m45×6ml4m70×6m

390RPM'.~･z,""15Tx2･10T毎 分回騨欺390RPM10T×2r
航海速力 10kn. 5T×2

5T×2
最大速力（試蓮韓時)_13.26kn 場貨機".3T×30m/min3Tx30m/min
航縦距1 雛 約 5 , 000浬電動4塵、漣肋4蟹′

乗組員定員50名機關
乗客定員3名本船の主機は前遮り通ウ納期等の開係上醤海軍〆
賓格及航行匝城迩輪省第--級船近海匠域22號'0型ディーゼル機開一基を装備されて居
船級日本海事協會NS*る｡最初心配されﾅこような高速回韓に依る故障は

(GreatexﾝCOastingService)無く極めて順調に越航を綾けて居る．主機は己む
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得ず特殊物件を利用したのである．が發電機には三本船は昔響測深機及び方位測定機を装備されて
井遥船の戦後の新設計である三井B&W,I対居るが同船船長の話に依ると之等航海計器を全幅
325,MTH40,四極程単働無氣噴油式120馬力利用して居り先般室蘭向け航海の際等には金華山
デｨーゼﾙ機關3壷及び75KV畷電機3悪を装沖か蝿始濃認に遭遇霧中航行をしたのであるが
備して居る．此の發電機用ディーゼルは從來三井全く喬響測深機及方位測定機による航海で室蘭に
造船で製作され7ZB&W型の中で最も具合がよい入港することが出來たので此等雨測器の效用は非と乘組員側から好評を･陣して居る．

常に重大なものであると語って呉れﾅﾆ。誠に嬉し
航海計器〈感じｱﾆ次第である．（三井網狛）
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’全熔接タンカー

I

フェニックス號

_‐本船ほ今次大戦の末期に米國で建造せられ淀全

熔溺浩で，主要寸法等ば次の通りである．叉本羅
ど最近の大型タンカーとの比較を第一表に示しナニ

全長556ノ タンク容量21,700バレル

蚕劃家問長541ノ軸馬力。12,000＋10％

型幅80|ノ過負荷

型深 40ノ二段減速歯車付高睡グーピン

型吃水31ﾉ41〃ノ高腰水管錨

重量噸23,609t零イラー腰力525Ibs/in2

排水量29,270t温度750oF

Cb O､7545平水速力17kn

=CpO.7682毎分回韓敷105

Cm0．9819

第1表代表的タンカー比較表．

１
１
１の縦，横隔壁に用ひﾅﾆ丈である．鋲接の施設は全

,－－然持つてゐない．

笠_註燗鐙購遥ばｲﾂｼﾔー ｳｯド縦肋骨方式
で，油艫部は全部イツシヤーウッド波板と割接ぎ

肘板(SPlicedbracket)を使用しﾅﾆ．船尾楼は九

油砿のうち三油艫分に延びて居る．油3鋪i端に極
く短い脚荷水鱸があ』，燃料油艫は機關室後方に
ある・船首水砿に油を積むため'､リム調節が容易
となb,同時に晶濤のタンカーに比し油縮容識力§
大である．隔壁に波板を使用して鋼材]20噸を節一も

：約し，叉熔接量をも大いに減少しﾅﾆ．

4

夕 １
１

馬力模型自航試駿を行ひ橡討した，本模型に｜
は変鯛肯首を採用しﾅﾆが，建造者側で建造費用が高
慣と芯るのをおそれたので倉若干の模型試騒を行
っﾅﾆ結果，この船のエントランスを少し肥大とし
球船首を除くと，抵抗が12knで2%",161/sum
で不愛,17knで11ルー2%増･となった．つまb
球船首は16kn糸で利益なく,17knで幾分馬力‘
を減少せしめるが,本鐇の航海速力17knを考慮
し普通型船首を採用することとした.，

嬢遥厘全本船に使用しﾅﾆ若干の厘劃重量は第二
表にその一例影示した。同表左側の番號は熔凄瞳
分番貌である。この様な表は特に熔接タンカーに

一一

垣蔦辮撫無鑿裳鰯塚|鮒
１
口

溌
一．ー，．"'､′‐マー'。、.~ゞ一・“.．｡.＝v串.lす《､､次回､1玄グンカ･－に

〔註）1.鋲接2.全熔接3.一部熔接4．双螺旋必須なもので，この様に大きな厘分を談守るに営
5.軍螺旋ノ・ ゑては，賓際に船姦上で行ふ熔接が少い程有利な

建造所はウェルデインク強船所で600沢の船臺ことは誰もが同意する所であらう。大抵の米函造
一基と800人の從業員を有し努働時間は週56時船脈はこの厘分集團の方法を資行してゐる．時觜
簡である．本船にかかる前に18,500噸のタンカ不幸な事故もおこったが，正しい方法で對策庭置
一を建造中で年五隻を竣工してゐﾅﾆ．本船は同型することが出来ﾅﾆ．それも建造され7こ船灸数から
船4隻の第一船で,起工より進水まで76日,就考へると僅なものである.船模腫分に開しては本
役までに更に27日を要した，全建造時間は運搬船は全く他とかはりはない．横及縦隔壁はすべて
のための暇組立をも含めて578,000人時であつ地上で組立てられ，側外板と鱈曲部とは防澆材と
ﾆ・造船所の施設としては50噸クレーン3埜と共に一綴として組合せﾅﾆ．之は鰯曲部と型材に對
普通α瞭數の手働熔接器以外一般鋤柵と塗る所し,型を作って仕上げﾅﾆ｡寅際に於て船壷上の熔
はない．4篭の自働矯接縦は外板，甲板,主油縮接は之等の各睡分を結合する丈であつｱこ。最初に

頁壼震軍｡額＝？

、

。

『
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溶接厘分重量 (噸）第＝表 ～

A195.94T二重底19-16"

｜
全肋板及桁材16－1乃至18－4

内底板16-19,外板FK-4,A-4

g-4a,B-5,B-4,C-4Ic-5i
隔壁睡分。

A8104,.17T燃料タンク，油龍平鍋板及縦防繕

・村,外板縦肋職及肘板,願肋母
11,12,13,隔壁14，1(岸1，甲板縦

肋 骨舞

F1626.91T左舷雛隔壁，肋将36-40No5_

タンク中心線エリ20灰

翠ンう・室唾分

A6-73_42T右舷コフア＝ダム及ポンプ室個些

横肋滑21及ポンプ室ウエプ，隔少

壁19.20及ポンプ室園塗外板縦

肋骨10乃至29

船鐙中央部タンク睡分

F922.73T上甲板右舷側部No5タンタ

職肋骨37，38，39甲板及縦肋骨
D-5,E-5,F-5

F1116.40T上甲板右舷中心部No5タンク
・横肋骨37，33，39甲板及縦肋骨一

F1210.75T上甲板下縦迩材中心部NO5タンク
識肋骨37,38,39甲板A－5及縦肋骨

F417.89T右舷躍曲部外板No5タンク

外板及縦肋骨E-16,E一Ⅳ,F－12
F･-13

F517,89T左舷同上

F115,96T中心部竪龍骨No5タンク

.No5タンク内竪龍骨冠板等,演肋橋

37I38,39卒板組骨FK-9縦肋骨
L-29

1

1

ヨ

グ

’’
の板を豫備組立のだめならべだ時の考へでは，横↑こめ，又機關据付を容易にする爲でもあつ↑こ・肋

～

縁を肋骨線及甲板を通じて一線にすき積bであっ

て，米國船級協會で許容されてゐた．賞際は船棋

にあほすため外板の鋳隊は隔壁の前方三腿に，甲
板の横縁ば後方三沢に罐〈,こととなった，本船組
立にあだっては，二重底の後部から前方へと工事
をす豈めだ。第一に之はplatenの間隔と配置の

骨19（機開室隔勤まで重量を配置し↑こ後，

sidePlatenから種全の虚分を吊上げ始め，同時

に遥艘所の便宜から前部に於てNo.2タンクから

船首水鯖幾でを組立始めた．そこ'で船全鵠は順弐

後部及び48番肋骨の隔壁力ざら前方へと工事力稚
められ，結局最後の結合は48番肋骨で行はれだ
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別簡に作ら．れろ．残留應力を完全にさけるﾆめに

外板及甲板の機識は翁餅丁(peen)を行ひ愼重に熔

接しﾅﾆ．

本船の熔接には下圖に示す様に次の燐接法を用

ひてゐる．g1,ちAは積屑法(Cascadも法）を使っ
た盛上熔接法を示す．Bはパツクステツプ法,C
は典型的な十字熔接(4-cornerprossweld),
Dは識隔壁，肘板，縦通材と外板との結合法,E
は縦隊の熔接を連綾する前の各機縁に於ける典型
的なT又はナ字結合の端部を夫,z鳶示してゐる.上
記の各法は米國で全熔接鵬を造るIこ董際行はれて
ゐる代表的のも･のである．

鍵一蹴推進機關は二段減速歯車付義輔タービン

で軍螺旋である推進器回縛數105で13,200軸
馬力を發生する．貨物汕誤ンプの全能力は毎時
15,463バレル，13～14時間で油論彩筌に出来る．
尚詳細に就いては別に述べることにする．．

｡戸

迩睡蝋1945年6月14日に本船ば＝ユーョ

ークを出帆して同月23日ロンドンに到着，蹄駐
時間8日6時間36分,3,416で狸を平均17.205
節で航能し↑ご・貨物は183,650バレル,節21,300
鐸噸である.歸路3,330浬を8日1時間12分で走
ウ，平均17.23節を出し↑ﾆ．パラスト約11,225
噸を積んだ．この時の燃料消賛量は毎日540ベレ
ルであつ↑こ・

米國當局春と米國船級協會によ･ｳ本給は油槽船
として最高の等”あたへられた．その後本船は
海上平均18節の速力で-1-分滿足な成績をおさめ
てゐる．（田富眞）
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それで熔接中心は肋骨24番である．

隆一藍米國菟錨台所では熔接を船鵠中央から前後
へと行ふのが普通だが，今度は前記の如く船椣の
要求がある爲愛更しに．No.2タンクから船首水諭
までは一箇の大きな夕・ンクと考へて一髄に作上げ
7二・大きな熔接匠分の系列ば圖示し7二通りで，小
腫分に對しては遊走系列を用ひ，中心から出發し
て同時に全方向へ分岐せしめ↑二・之によって窪留
應力を最小にしﾅﾆ．この方法は本船と同型4隻に
限つー．この配置法の原理は熔接中･心から四方へ
擁げてゆくことで，左右舷を對孵に保つ黙にあ
る．之は米國に於てよく知られブニポスタルゾーー
ング方式(postalzoningsystem)に範をとっ
て行はれｱﾆ．↑ことへぱ第1ゾーンの匠分は第2の
ゾーンの物に先立って進ら伽るのである，從って
熔接系列をしらべれば分ろが，すべての結合部は

q

’、

ター

q

（22頁よりつづく）近の,傾向を述
べましﾅﾆが，之を要するに船舶
はそれ自腿が一つの生命鵠に近
い働きを爲す上に更に港漣の施
設に至る迄船舶の運航に對し直
に密接な關係を持つものですか

ら，それらが協力して改善を計

ってゆかなければよい生命磯と

しての船舶を創造してゆく事は

出來ないと老へる次第です．

（三菱横溌趨肖所）
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定 期傭船制
切替とその成行

中西久

柵剛棚職職卿郷棚柵卿!！柵I剛捌IIII
鮭戦後に於ても依然裸姉船方式の國家使用とい

ふ形で完全な國家管理下にあつ淀本邦一般貨物船
は,途に民醤遼元へ向って一歩を踏み出す-に至つ

?こ・即ち去る九月二日「一般貨物輪逢の對象とな

る100總噸以上の鋼諾はすべてSCAJAP長官

の指示のもとにCMMC力淀期備冊弥1で之を用ひ

る」ことにする様，總司令部よb發表指示ざれγこ

のである．之は維戦以來3年趣の待望の一端が達

成されたのであって,業界は喜び迎ﾍﾅﾆが,一面
その現武に直面して卿か狼狽氣味もないわけでは

なかつﾅﾆ．然しともあれ方向は定められたのであ

って，それは本邦海趣を本來の民醤形態に引戻さ
んとする細司令部の特別取計ひによるものであっ

て,完全民誉への試金石とも言ふくきであるか
ら，官民一丸となってその目的とされる虚の輪罎
能力の擬大，政府支出經黄の節減等の達成を期
し，新制度への職骨なる移行を計って総司令部の
期待に沼ふ如く努めなければならないのである．
定期備船制とは平ﾅﾆ<云へぱ家蝿使用人附で

家を借りる糠なもの通臥之に對し裸傭船は我國の
普通の借家制蝋ﾛさものである）畷憾船制に於
ける備船者の海商企業の全面的掌握と専行の弊を
是正し，船主に於ける船員配乘と保般修繕の自主
楢回復によbその企業性を生かし，傭船者及船主
双方の間に均等的の蟹爲可能性を保證せんとする
制度である」＊而して具鰐的には，從來怖船者側
側ち船舶趣誉會に於て行ってゐﾅﾆ船員，保船修繕
及び船用品業務は船主側に返還され；船主は自己
の責任と我用に於てその塵理に鴬る．そしてその
船を船舶蓮壁含が一定臓船料を支抑って侃柵して

配驚警震魅撫舞巽直‘,皇官及業
界關係者よりなる定期脈船協議含なるものを設り

＊日本郵船従組織關紙水平線第10雛より
I、

ー

一 海狸－

て，新制度に移行するための具鴨案の審議立案を

始めた．然るにこの定期朧船制へ切替と言ふ今回

の改革は「國家經濟に最大限の利益を與診､るたあ

現商船隊の輸送能力を増ﾌ*し政府支出の節減を計
る」ナニめになされ↑どものであるから，この新制度

.に授ける朧船料は今迄の政府支出~(即ち蓮醤溶に

對する豫算）の範園内で定められなければならな

いし，叉切替に営って特に餘分の支剛を要するよ

うなことであってはなぢないと言ふことになる

が，一方船主の經濟面から見ると「船が稼動して．

いる間だけ傭船料の支挑ひを受ける」建前であり

且その稼動可鰐伏態に維持整備すゐ喪用は燗給料

にて賄ふべきことになるから，出來るだけ怖船料

奉の良いこも叉今後成る可〈經黄のか冨らぬ様な

舷態で引繼を受けることが望ましく，斯くして條

件の對立する面があb亦他面定備制に切替へられ
ても從來通り全船を墾制Ⅲ制し統制通航を行はね

ばなら‐ぬこと,･或は叉賓材關係其他未だ統制經濟

の戦を脱して居らぬ虚あり寧ろ從來の如き一元蓮
醤の方が望ましい黙もあるが,之を船主個交の企
業に委ねねばならぬこと等’統制面と兼合いの問

題もあb,この様な諸麦､の事情によって簡箪に.は
歸結黙に到達し得ない賀情にあるのである．

斯かる事で未だに最絡的決定､を見てはゐない
が，國内的の移行案としては現在の庭矢縫次の様
な方針となってある．

／

1．定燗削の切替の段階一
、

船の種類或は噸數等によって段階を設けず所
定時期に全船一齊に切替を賞施する。

2．法制上の措置、

戦時海運管理令は改慶しないが，國家使用を

解除して運誉會は船主と定購契約を締結し，從
來通り運航を行ふ.そしてボ勅令に基く政令を
制定して船主に對し迩壁宙と定縮契約密締結す
べきことを命じ得る様にする．

3．定傭契約の制式

通常の商契約の方式内客を採用するが，商的
~b場合と多少事術彩異にする虚があるから之に
相應するよう多少の修正を加へることにする．

4．定期憾船料・

從來の使用料に於けると同儀に差営b各船の

- －29－
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所要餐用を墜賄ふことを目標として定める，即ち題となっているのであって，目下の財政状況で

原債主義による_・依て從來の裸使用料に修繕は困難ではないかと見られている．

菱,、船員費,船用品琴及びそれら業務に蓋する7．船用品業務の切替方．
事務喪を加へたものとする．そして修繕蕊其他・所定切替日以後一ケ月脚ま船主事務を代行の

②取極め方は｢從來の資績に基いて各船型別の形で蓮螢會にて補給に堂ウ，且この間に向う二
所雲瀬を定或そ凧の比率によって現行蓮管會成、ケ月間の所要喪材を搭載する．そして所定厩誉
立理算中の當該豫算額を按分したものとする」・日以後二ケ月經過したらば補給事務を現賓に船
と云っ仁方針に擦る．御肝〈て定あられﾅﾆ全金主側に移すことにする．

額をぱ稼動率で除して得られたものが實際に支國内案とし工は目下大磯上述の如き方針となつ

梯はれる傭船料となるが，この稼動率は差當つて居るが，これは國内だけで定め得ることでな

でば船型によ；4種に腫分されるが'年乃至〈,具艘的に一切穂司令部側(事務取糎めはSC
l年孚後には何れも85％に逢せしむること猫AJAPが代表となって行はれる）の指示決定を

することになる見込である．・仰がねばならぬことになっているのである．そし

5．船員業務の切替方&・・てこの國内案は一應中間報告されてぃるが，總司
一維局的には全船員を何れかの船主に歸陽せし令部側としては,･軍なる形式的鍵更に止めず所期
めること浮するが，過脚勺にはブロック的なもの目的達成のため更に抜本的の改革がなされるこ
のと設けプール措置をとることか必要である．ととを期待されている模様もあb,叉切替賀施時期
されて居ｳ，叉過剰溌備員の臨属を如何にするの如きも必ずしも妄§に急ぐ要なく充分に切替態
かという黙にも問鋤§あって，未↑澗係者間で勢の塾ぷのを待つべきであるとの意向もある由で
意見の一致を見るに至つ,て居ない．あるから，最絡決定を見る迄には未だ相鴬の迂餘

6．修繕業務の切替方.‐曲折があるのではないかとも溝へられ,叉切替の
所定切替日に於て修繕中の船舶は蓮誉含にて時期も何時となるか明言し得ないのである．

當該修繕を完了した上罰巷へる．所定切替日に尚定備切替蛮施以後も勿論船舶運螢會は残存

通航中の船舶は有委のま･塗その日に切替へるこし，從來通b配船運航の業務を行う．そして修繕
とにする．切巷後は勿論一切の修繕は船主側のに開しては,米國貸蝿皆及び歸還輸送に從事して
責任と愛用で行はれるものであるが「切替後最居る船合計約100隻の修繕寅務は依然蓮醤會に残

初の稔査に於ける修繕喪は前回検査よb夫れ迄・るから從來通ウその麗理I蝋らねばならぬし，又
の修繕事務婚削阻間に應じて養用を按分し蓮誉定傭に切誓、られﾅﾆ船についても現地の修繕責務
會の捲當する期間に對する分は運螢會の負捲とし配雌航面との連絡調整の任にあだb,SC
する」との措置を識ずることが老へられていAJAPの指示下に各船修鵜伏況把握管理の努め
る．然しこれはそのための所要受用を政府支出も果さねばならぬので，それに相應する機構は蕊
するための謹算措騒の識ぜらtしることが先決問存されるのである．（船舶趣螢會）

｜

’

’

’

L

P

船舶園書資料の彰噸

獅日に開する岡書,費料は極めて少数で，この
方面にﾅﾆづさわる人為にとって中盈入手が困難で
ありますが，舟離職術協會では地方で岡書入手に
不便な方だの爲に種を斡旋の勢をとりﾅﾆいと思い
ます．筒不要岡薔の交換叉は供出も営方で受付け

て圃書要望の方の希望にそい↑こいと思います．剛
書希望の方及び交換叉は供出希望の方は詳細記載
の上営協倉まで御通知下さい。

１
１

2月號(VOL.2No.2)内容‘

霧中の航行と最新航海計器井關貢
給の綜合弧度に就いて栖原二郎
#鯛自とガラス 會田軍太夫

鐵遺髪撫繍に就いて{下河邊正落 合一 郎
船員氣質小 門 和 之 助
推進器放談 鬼 頭 史 誠
カスターピン解説

←
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〃 總 噸

蕪巡洋繧利隈を最後として大型艦

疑の解溌は溌定期日通り完了した．

昭和21年以來占領軍監督の下に綴

けられて率たもので，その内課は別

､表の通りである‘
一

この他木船，魚雷艇等約200笠も

譜んど僻磯を経った．解艘に要した

交材の中，酸素は平均トン徴り3本

（1本6000立〕，カーバイトは1．5

"(1"22.5kg)を要した．エ蕊

荻も漉菰斌歎1トン祷り昭和21年
1－4半期1'000脚であったが’22

年度は2，000岡から3，800風に上
り23年鹿1-4半期は平鐵5,800
E1,3－4学期は約7,000脚に遼し
た．

筒商船の僻礎，引礎又は駁棄磁分
されたもの625集の内藤ほ別表の通
りである.〆

以上椎挺,､商船解溌にあたった描
走作業人員廷360溌人,推定作業饗
28偲圃と見られてゐる．

f

巌材剰用の98噸型貨物船
僻艘により生じたスクラップ利用

,こより海運總局では98總噸鋼製食物
雛を50隻新造することになった．
総主は近海汽船協會30隻,機帆船
築禽'5隻,譜岸荻ンク船組合連合倉
5袋の割で所属船主に夫々 割髄てら
れる．造搦所も建造意欲旺盛で申込
み嬢散豚3倍以土に塗してゐる．工

223,342

138,p25

100,517

64p585

46，270

79,027,

483,403

1,135,169

引．揚濟

解、盛 濟

緊念一引・揚

引揚中

解砿中

痩存引揚可能船

全損船舶

合計

114

81

49

51

12

40
－

278

625’
稔安丸

事期間は4～6ヶ月間，総恢は平均

1,200蕊圃程度と見積られてゐるが

一部では噸欝p10蕊側を起す紹侭

と食物船としての稜職能力の雛から
考慮してゐる向きもある．

蕊捕船樽安丸返還

英国船タルシピアス雛〔約10,000

紬噸〕（日本名,鯨安夫j)はQ11月初め
裁後の試迩弾を鯵へて英国に遜遼さ
れた．本船はシンガポールで日本軍
により撃沈せられたもの・を引揚戯
戦時中使用されてゐたが維戦半ケ月
前に舞劉湾内で童たまた撃沈された
運命の艇で，飯野サルペ声ジの手で

引揚げられ，蕊失した船橘を初め火
災による各部の大破損を修理して返
遜せられたものである．

主要要目

G/T1(),254噸,D/W13,700顎一
長5“9〃幅．60ﾉ3〃深42ﾉ6〃

主機三聯成レシブロ，馬力3,334

連力12,“節航海速力10‘3‘職

÷輸入鐡鍍石

製鐵用として輸入される蛾鍍石の

契約量は目下の所，海南勘.20秘耽

大冶20蔑跡ズングン15蔑趣，

マーラ13．5蔑趣北瀧ユタ5蔑疏

合計73．5蔑趣総壱，本年3月頃よ

り悪次入称されており，この中約60

％惣受持つ八職製織駅では簸近月5

蔑趣を超える入荷に大童である．又

溌近南米ブラジル10蔑越，印度6.9

蔑遡，大治第2次100萬腿と次冷大

簸の契約が撫想され，蝶蛾界の前途

賎多忙である．之等の中には鐡板，
ブリキ，軌隙等の製品となって南方

向け繊出される．

’
｜

’
1

1

~

』

d
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輸出船舶建造一覧表・‘ I
＝』

ヂ

壮向園
デンマーク

ノルウェー

ノルウェー

ﾌｨﾘｯピﾝ

アメリカ

諦
一
一
癖
一
一
一
》
諦
一

重
油

ー

MAN
－

SULZER

7,000
-

5,000

１
－
１

－

デンマーク

デンマー弓ク ▲

’

船舶公図正雨汽船共同發注F型正､．

．輸出船英丸は’'月2日中村造雛鐵工所で
p一

輪田船として目下契約進行中の大進水,L=58.49",B=8.7m,D
型懇15袋の－闘表は次の通りで,=4.3m,G/T610T,蓮ガ#11kn,し

竣工溌定はデンマーク向5400噸貨シフ・ロ500HP.

物船が昭和24年m月末垂最初と@D型七箙丸進水
して昭和25年6月までには殆んど藤山海謹嬢注，三菱籏島造船所で
完了されるものと見られる．億ノル11月5日進水，6月15日起工，年
ウエー向キャッチャーボート'〔530内に竣工諜定.L=85m,B=12.5
G/T)8隻が建造鍵定されでゐる．m,D=6.5m,G/T1990T,D/w=

3000t,簸大速力12kn,航縦距離4000改E型船改造の被曳船
狸，1扱船近海航路に就航懲定，レ

ジし州より阪禰方面への石炭総迭はシフ･p1200HP,赦貨容識3,559m3

画内輪途の重要部分達占めてゐる、第2次c型御影丸進水
が，稼勤率の悪い政E型貨物船の駁 11月6日擁2次C型のトップ・を

船を改造して破曳総として爽地試験一切って三菱刺1戸造船所で池水，6月
･を行った繕果’艀代用として好成繊2，日誇工，船主武庫汽船，遠洋海
莚收めた．改装変50濁圃，機闘を域第一級船.L=93m,速力131m,
除去して曳航装瞳を施ﾙ，先つ九州G/T=2720T;D/w=420061350HP
三池よ〕大阪霞で石淡’300池を積で24年1月竣工豫定．
み，500馬]の曳船で3．5節の速力
で典航し，往復’2日間で欺想以上、玉榮丸竣工’
の職果を得た．岸壁に欲付けすれば徳山沖で沈没してゐたが無磨臭継
艀で8～9隻分力§同時に荷役閃來る渠で7月10．日引揚げられたもので
し，速嘆も1，5倍ぞ，鐘鋼製として11月8日日本水産に竣工引渡され
の耐久舟慾あり,外海航行可能壱あだG/T=10,391T醤油櫓船で今後
ることなど從來の僻より曳航輸迭に，日水捕鯨船隊に参加して仲維油槽船
は布利･Gある．叉は必需品補請母船として活躍を開

メ4 始した．

園内トピック抜華
＠友川丸進水

@F型』E英丸繊水第二次C型,GT=285()T友川丸

－－－－銘一一

は11月21日川崎泉州で遥水，船

_舶公園川崎汽船共有で1900蔑圃で

川崎汽総が落札したもの.1600HP

11.5kn.24年2月竣エ豫定．．

＠さくら丸進水

栗林近海機船と船舶公圏共同發注
第2次F型貨物船で11月18日石

川島璽工で進水,G/T=5901;D/W
=850t,L=56.5m,速力8.5kn.

、擁津丸改装成る

日水鯨肉冷凍船攝津丸は’10月31

日三菱長願で改装完了引渡された．
L=142m,B=19.58m,D=12m

G/T=9,329T,航海速力9.8kn,冷
徽鯨肉諏戯4,966t,蝿識鯨肉重簸
1,000上で11月13日第三次南氷
洋捕鯨船除稲立船團に参加出發した
＠鴫潮丸就航､

九州汽船の快速船鳴潮丸は11月
波』上演造船所にて竣工，壷岐對･馬と
博多間に就航した.G/T=5228.9T,

・800HP,14.5kn.

＠舶用發動機協會新設
舶用蕊動機業界の圃結と活勤の紋

果詮十分發郷するた妙，従来の日本
一

舶用發動磯協曾と日本舶用内燃樫協
議脅が一旦解敬の上新たに舶用謹動

機協倉（假稲〕が設立せられた．談

動識製造技術の向上のためにもその

活曜が期待される．、
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浦，賀

浦賀

三井玉野

稽磨

ノルウェ
’
一

フランス

ﾉルウェー

ソルウエー

賃

貨

鯨

鯨

I

L

'5

’

I

9，500

9，200

172，050

6,300

a300

'16，900

430

430

'35.5x18.6x93－8．2

132.6x}8.3>〈8.9-スI

460x8.6X4.8-40
●

46.0x8.6.x4.8-40

MAN

MAN

REClPRO

REClPRO

三菱横浜

川崎瀞戸

8,500

7，000

105150
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アメリ殉の對日論調， き」類をつけて運ぶことさへある．従って搭載重

｜／，1月$9日米ドﾚーパー陸軍次官は全米外國貿易､量も減b,船馳下,效奉低下に大いに影響を與
へてゐる．入渠しそから6ケ月以内に1~かき」の

簑麓臆譽耆蹴懲雲撫："に船卿縦鮴，%‘輸脈職”
聯鳳本繊…要な要図で之蝋に解決鷺鮠駕馬毫，薑謙鰯篭
‘て餓經濟餓に必…《鱸償にあて蝿鵜噸抑協力によつ職鯉露結

．、を速に決定すること・日本の舟眺I保有量を逐次増果である.ことば大いI冒畢ぶ:べき識であらう．加させて日本の海外貿易を促進することが必要で

あること．かくして工業製品を大量生産し,之を．アメリカ商船主機型式、､

輸出して食糧，原料品の輸入を 計 ら ね ば な ら ぬ ． 、 ’
，.1947年9月現在の識産によるとアメリカ商船

このためには現在の輸出高を7~8倍に墹加せねの主穂挫式の百分比は次の通ｳ.でやは、b吃シブロ
ぱならない.日本が生存しつ萱け軸Hする無口をが大半を占めてゐる．

、維持;するには今後相當期間低生活水準万努力して 、

ReciPro 65％
、ゆかねばならない.oGearedturbine･ ］5％又同會に於てロパート｡FqFリー會侵は，米、

Tufboelectric、0.5%國が餘罪鵬舶をハドソン麹に繋留したま弾でさび
Diesell9%‐させ,るよbも之を日本に使用させる．方が遥かに役
Dieselelectric 035%以下。、立つであらうと述べ之に,よって氷國が負婚してゐ．．‐

ろ對日救濟黄金も約20％は削減出來るだらうと、アメリカの造船の要勤.蔦
説いてゐる・

アメリカは今後相常多数のタンカーを建造せ種、

‐アぶり狗の新燗嶌塗料、ぱならないと老へられておb,叉貨物船(ﾐついて
′

も現有船の大半がリパテイー型であb,在來船も～
船底に附着する「ふじっぽ｣類を取り除くため罷齢の關係でやがて相當激の新造が必要となって
に度為入渠する必要を心くす御こめ，新しい船底來てゐるので1949年度商船搬充識算6050萬ドル
‘塗料の研究がオハイオ州コロンビアのBattell島に對して3950寓ドルの輸繊&大統領から要求:§・
.memoriaIInStituteで行はれてゐる.13年半にられてゐる．尚この中4000萬ドルは現有船心改
わたる初院の緒果，その塗料の主成分である金属造に営てられてゐる。此麗に問題とｴ色てゐるこ
銅が股も有效に作用してゐることが分った。銅はとは戦時中確保されてゐ龍遥雛工員も現在は，約
他の成分と結合して船底に海中生物が附くのを防35,000人で，常に8～10蔑人は確深が必要であ
､､でゐる.之ば2年以上も海中に浸漬して試騒さ』るから先づこの黙から識してか営弛〈灘らな
れﾅﾆ結果椎められたもので，笈船につし､ても4度い、熟練した設計技術荷及工貝輔院'よ特殊技術

ド試みられてゐ鳥，蝋瞬柵を間は歩有效であり､，が要る丈に容易でないと考へられてゐる‘
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、淫 豪華船アメリ拘號

UnitedStatesLinesの豪華船アメリカ號は戦

時中軍隊輪逢舳として使用せられてるﾅﾆが，ニユ

marineInspectionandNavigation,Fir6Un

defwriter,U.S.PUbliCHealthService,Britislf
BoardofTrade,AmericanBureauOf.Ship｡

■

ping等の安全規定に合格し，その瞼定には北大西

洋の最高級客船と認められ↑こ・
一

般の90％以上が不燃性材料･で出來ておb,一
旦火災發生の際には船橋より瞬時に船の各部分を
閉鎖する磁氣操作の防火扉が初めてこの船に設計
装備されてゐる．（嘉眞は一等船室及び食堂）

一ボーI､。≦ユース造船所でもとの姿に改装され

て19“年9月11日船主の手に長つﾁﾆ．そして事

箕上の魔女航海に大西洋逮撒断して，4日22時

間22分といふアメリカの客船としての穀記録を

樹立した．』、。

從來の記舞は1935年マンハツタ．ジ號で作られ

泥5日4時間である。

外國船例へぱクイーン。メリー，クイーン・エ
め

り談べ霊縦の如く，大きさ，速力の鮎では凌駕し

てゐるものもめるか，客錯として内部の設備の蕊

ゑておウ，乘心地よくサービス萬黙の船はアメリ

カ號以外にない．更に最圃安全な客船~として建

造さ奴てゐる。即ちCoastGuardBureauof
王

巳
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，，‘ウヰーシ。垂リザ樫爽號一シテー(前部)11沢11吋,．（後部)6東6吋
吃水29沢5吋積荷容量685,200立方沢

，の無線･装置．
排水量18,215噸載貨重量12,“0趣4

1．

世界娩大箸轆クヰーン・＝リザベス號は，最大總噸数8,024噸，純噸數越,701噸

|"署鱸豐麗雪難主
l$つけられてゐるO=無線電信室は船内2ケ所に分け8500HP,85回韓,(10%過負荷で9,330馬力,88

．られぞおウ，主無線室は船隠中央附近の最上甲板圃縛)．ボイラーはFosterWheel萱水管縦(油
､皇にあり，こ鴬で全艘の集中操作が行はれ受信,迭焚）で2基，計謹では蒸氣唾力440封度/吋2,温

憎装置及び電線網が装備してある．4個の主逢信度740.F､である．、

饒は短波,申波及長獅夫為あウ，之等は同じ甲一本船の塞央船橋換鐵楕璽形で前面の船穀窓も
抜上礎無線室から250眼も離れたメインマスト閥堂としてゐて室内装飾も近代的に工夫せ帥て
直前の別箇の室に装備してある．凡て送信機は中ゐる．煙突は船橋棋後端にあh細いのが幅撰であ
央主操作室で遠隔操作せられる橡になってゐる．る．

●

アメリカC－3型貨物船‘”､…~－，…

アメリカのC-3型貨客船について一例Rdbinl9頁右段i4行目〔海事協衛)は〔東大第一工學部識師）
LineのRdi]inKhPk號の主要要目其他あらまし次

と打正
の通りである．

2'頁左'6行目f=0.20蓋と”
鉾全長492沢垂線間長｡465沢22頁標題中白雲丸は白雲丸の誤
樫禦,§空61菅”"臺鑿季嘱卿吋，左殿下よ'9行園8"0賦850．畷． 、

I ～

9

深(型)(シェルター甲板迄)42"1111j･23頁表中左欄主鼓動桜の砿動淡は，原助槻の膜
､ジマヴッ亭診､クヴもごq公ん苫笥ジマ､~－，へ戸ヅッ造へ公毎章零字画へ公へご閏グ写,ハハタV,"写､公ぴ当公へ･勺･為P苛墨＝ご￥､J､ず可Jや七一一､へ～~､～､ハヂッシ亨酵…画一バグ､へ~“､ダ宇二､少っ－公夕喜一公

ｰ

ノルウェー向キヤヅーチヤーボートバ

、

輸出船の第一番目として造船界に華々 しく登場G/T=488噸排水量約800噸一、
しﾆﾉﾙｳｴl__のキャッチャーボート“ｸヌール主機三井垂製三聯成蒸熱磯關(蒸汽唾力15kg)
及ネーデ戸イ“の2隻峰10月31日引渡を完了し馬力一定格15001.画.p§（最大1,800)
アニが，日本造船技術の粋を集め，工事捲営糊蜥速力輕荷最大速力14.8kn･
の熱意と努力の結果見事な出來築えを示した．表．乗組員gUn"r(船長)1蓮韓士2
紙の嘉興ば三井造船圭野製作所で完成した"ｸ､ヌー機闘士3司厨人、J

灘職辮鰯懸繍皇機關孵‘′"－，
鋤間に竣工し↑二.次に本船の要目等を紹介す船圭ばHvaIfangerselskapetAntarctiCA/S,
る.Toensberg,NorWay..

S.S・{!Knurr!'
キャッチャーボートとして，その装備は特に一

般のもめと鑓ｳはなく今後同國ﾑｳ繊菱註文が寄NorskeVeritasClassl・A｡1.

(Hvaltangstt{1｡S")せられ捕鯨日本C銘の通b捕鯨船の建造にも今後
L=46mOOB=8m60D=4m80、日本の造船界が特異の存在を世界に示すことにな
d(designed)=4m00、ろであらう．
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"3,鑿鰹撫職駕}砺雲
（内石炭27241j300mi)

-150,000"･･･……･"…,..…特殊貨物推定
4,158,800趣認荷勤諜想量

之に對して供給輪逢力ぱ新造船就航及不穰勅船，華、・ 了－一~ー､‐一シ、~‘ハ'1.脚可画‘w‐'J。､秘'畢乃風iM‘叩I』蝶/'､｛塚姻↑端，

外國航路船の充責一沈船修理の促進により9剛00重澄噸の稼動船腹
敗戦後の國内經濟の愛貌は原材料，食糧，石油の嫡加が計算されてあるが，年末の季節的楡逢障

等の對外依存度が頴著に亨って來てゐろので,貿害を考慮して4j084,800睡と想定され↑こ.從って
易牧入尻でぬ入超は今後も必至であるが,是非共此の總荷動豫想量と供給輪逢力の差は一部被貸與
貿易外牧入によって少し鈍之駐補づでゆく鯛こ、米船の援助と邦船際行奉跨動奉の端進によって補グー・

努力せぬぱならない．之には出來る丈外園貿易航ふことにして,4,098,900殖（月平均約1,366,000‘
路に周本船が活躍出來る綴にして外貨謹得を計つ卿を以て職逢計謹とした‘8月の瀝蝋逢職
て織難均姉破綻を防がねばならない.即ち對内はｸ内航1,099,485砿,~外航327,565睡計1,坐
的には外園航撫直格職感釧乗る鐸に蓋金費付加50殖で7月~に比較して内航19,954睡,外航
を優先に確保し,對外的には外國貿易に對する制7,164砥,計20,118亜夫共輔加してゐぢ;主要
限緩和による貿易の活溌化をはかると共に外國航輸逢品の内課は大略次の通りである．
路Y－の配船には海運民誉移管に．よる企業意欲を旺第三四半
盛にして内外面より努力せ“施臓.経戦後現，’7月8月期月平均
在までの日報部擁した輸出入物資は中國,毒石炭55％“％55％

コークIス2.4％．2.75％1.3％彦
麓との盛'坑木'雑貨，.朝鮮とはﾖ蝋，石炭'及鐵鮫右’1.6％1.5％1.6％
ぴ樺太表，アンカウル,北大東島の燐鑛石等で， 銑識，4.7％6.1％3.8％
運賛牧入は､ 非一鐵‘5.5％6.0％4.5％〆

，昭和21年度29,000萬圓 セメント・1.2％0.85％－．1．1％・
パ＞レプ1.9%264%038%22年度58,000寓圓
米一材9.2％10.9％4.5％

23年度109;000.萬固(推定）4.0％4.5％4.0％慰一
と飛聯澱加を示してゐる.最近の主なものば比j藁工品3.0％3.5％1.6％
島鐡鍍石20萬噸（半分は日本船積取),シヤ.ム米一穀類1.6％2.2％4.2％
Ⅳ禽噸〈約2剛日本船積取),ベーレン重油（8月〃 八月鐡鋼生産寅績「
1日がら7隻にて積取約加寓好),･蜜漣糖孟萬本年8月の鐡鋼生産資綾は次の通りで銑鐵と鋼
噸哩月よ順繩穣取)等である． 塊は経戦後最高記録を示し通．

、〆

現在の外園貿易に粛蹴し得る船舶は僅か貨物船‘高城銑65,085趣
23隻221,000璽埜噸，油槽船9隻101,000重量 〃竜氣銑10,868睡
噸にすぎぼい．大型船は40隻近くもあるが既に 其の他1,791麺・

大部労､老船で総武も劣悪であり石炭焚のため遠距 合計77,7“感（計錐の8印8）

雛航漉には不適であるαか登る外航篭烙維を補充 鋼塊．145,591漣（〃1“％）、

するだめに來年度(24年）は食物総]"隻約!血鋼材.86,248"("92%)
〆

i鮒總噸が計霊せられてゐるが,鎧船拘”向上と(蝿材は7月蛮綾より2,000池減産)
喪金,喪材雛を克服して優秀総除が出氷ることが鐵錨筒の輸入と溶鱗蝋8基の稼動計謹完成によ
期待されてゐる．

り本年度は120蔑睡計鍵の達成は可能と見られて
第臺四半期汽船輸建計塗ゐる．
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、（2）三一ク丞工作用とし茜重要な二一クス
ニは経戦後極めて入手難であったが;･昭和.22年度

，よb割當量は漸次増加して来てゐる．之も全需要

、量の70~80兎譲衞すにすぎない状況である．用途

別割當量は次表の通り．

、
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船舶用燃料の問題
中容勝紀．

造船用燃料

遥船用賓材中でも石炭，コークス及石油製品等

の主要燃料漣遥舟駐事上の基本材料であるので，’
－

，蓮職省が主韻となb經濟繁定本部，總司令部間で
頑＝

極力連絡をして全艘の枠の確保に努力せられてゐ

るが，國丙の生産童不足や，一部諏輸入ﾐである關．

係で造船所の需要を充足するには程遠い状況であ

る．然し最近漸く遥紹業が我國峻重黙産業に取入

れられ，各方面の認識も深まって來て，輸出船舶

建造初め園内新造船の建造も逐次活況を呈する様

になり，徒っ壺之等に對する費材面も不十分乍ら
も漸次好韓しつつある．然し之等喪材は産業復興

全般にとb極めて重要なものである丈に,､更に園

内増産と共に外國よbの輪入が待望せられる課

で，各部門に潤澤に供給されることが切に望まれ
る次第である．

以下夫潔ど恒就ての需給概況を述べる．

(1).石炭造船用割當量は次表の通りで，
昭和22年度は月平均9000砿内外であったが昭和

23年度第2－4学期からば報當増加してゐるが，
."

童的増加と共に更に質的向上も計つ工ゐる．

1

’

上表で示す如く昭和22年度第3-4半期より進

駐軍開徐船舶の造修開笈輸出船舶用として割撒き
認あられ↑ご．こと，第4－4半期よb舶用穫關用と
して割営を受けただめ漸次好韓しっ麓ある．然し

此醗こ問題となるのはやはbｺｰｸｽの品質であ

つ下，遥船關係の如く鋳造用コークスを．多量に必

要とする産業に於ては割営の枠はあっても希望す

る良質のコーク家が得ら恥ない現欣にあり，一方

4職以下の．軍r－クスはズリースを含めて約10萬

睡も貯骸があるといふ有糠である．鋲境域にコー

クスが十分使へない俵では之からの造船も掛盤ば

かりになる恐れがあるので，今後は優良コークス

原料の輸入を促進してコークス雌緩和に努め池ば

ならない．
、

（3）石油製鹸工場工作用，試運榔用の中主
なものは重油，機械油で塾各四半期割當量は次頁

に示す表の通りである．銭にB重油(比重0.943）

は發動機試蓮卿11,船舶紺了'9,重油バーナー用

C重油（比重0.990）は重油漉用に州ひられる．
、

石油製品も淘飲塘加を示し，輕油，灯油も比例

して墹加してゐる．備試蓮鱒用は運搬部門よb鍼

ｴ業蔀門の識舟の枠Q中に鍵更せられてその必要
壁の硫保を期せられてゐる．

街石油製品もB重油ば80%,C重油は80%,.
機賊油は80％で全需要魁!こ對して軽通いものが

ある・・ノ巡

●

11
1

１
１

1

然し此の割溌鐘も全需要錘の60～70％にしかす．工割

ざない欣況で船舶進修墹加と共&こ鰻-も苦心せられ壁α

る所である.筒第3-4半期の安本配炭計謹は國龍
内炭948萬砿，輪入炭42萬遡で第2-4学期より機吻

計54蔑砿.も増加してゐる．あ塔
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鼻

’ 以上は船舶避修用としての燃料の資構であるが11月分の交通船燃料油は，定航舶用1,882軒

産業の復興と共に漸次増加の傾向にあb,今後は（内軽油40Zf),地方交通船818軒計2;700"
垂的のみならず良質な燃料が十分確保きれることで需要量の72％を示し，重油逼迫の現況として

を切に望んで己皇ない次第である．‘は交通船の重要性を考恵Iﾉｱﾃ査定である．／
、交通総運航用燃料4 水産用燃料

細郷蠅炭第3~4半期の割営量ぱ海寵總＝水産臓で12月分水産用石油割営量を39,961通
局要剣覗通b381,000地が決定してゐるが船舶用と決定した.内諜は重油32,315ff(内C重油115
TMI1制鴬趣減少の際出來る丈石油と石炭の使用の軒)輕油4890ff,灯油819ff"揮發油125ff,
均衡避とb,石紬使用船の切替が望まれてゐる．潤滑油1,796好，グリーズ蝿勉である.1全需
一方淡慨の高騰,炭質不良，目減ｳ等の問題の僻要避の70％位で潤滑油割営ガ;特に目立って少
決が目下検討されてゐる，、､．（海遮總局養材部）
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